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1　都　市　計　画

都市計画区域

大正8年4月、都市計画法が公布され、翌9年1月より施行された同法附則に基づき、本市においては、大

正1 2年7月当時の市域3,0 7 1haの全域を都市計画区域と決定、その後、大正1 4年に出水村、昭和6年に

自坪村と隣接町村が市域に編入されるに従って都市計画区域も逐次拡張し、昭和3 3年申島村の編入及び小島

下町.沖新地先の埋立造成事業の竣工後、旧市域1 4,5 2 4haが都市計画区域として決定された。

しかるに、昭和4 4年6月新都市計画法が施行されたことにより、 46年5月1 8日従来の都市計画区域を

あらため.隣接町を包含する熊本都市計画区域が設定された。

この間、本市は、託麻村を編入( 4 5年1 1月)し、市城は17,172haとなり、熊本都市計画区域の範BiI

は、熊本市(含旧託麻村)、西合志町、合志町、菊陽町、益城町、嘉島町、飽田町、天明町、富合町の行政区

域の全域及び北部町の行政区域の一部で、昭和5 6年4月の市街化区域、市街化調整区域の見直しと昭和5 8

年4月の流通業務団地の建設により都市計画区域面積は4 2,4 7 8 ha、うち市街化区域1 1,4 5 7ha市街化

調整区域31,021haで、熊本市はこの区域全域の40・4%(17,172 ha).市街化区域の80.0%(9,167ha)

を占め熊本都市計画区域の中核をなしている。

戦前の都市計画

本市においては、大正1 2年7月より都市計画法を適用し、計画の体系が次のように定められた。

昭和3年　　都市計画道埠の決定

放射・環状式30路線　延長64,000m

昭和11年　　用途地域決定　　　　2,8 0 0.5　ha

うち住居地域　　　1,730.2　ha

商業地域　　　　　395.7　ha

工業地域　　　　　566.2　ha

未指定　　　　108.4　ha

昭和5年　　風致地区の決定　　1,0 7 0.5 9ha

本妙寺、立田山、水前寺、八景水谷、江津湖、花岡山、万・ET山の7カ所

さらに昭和6年・組合による区画整理が施行され、今日の区画整理事業の基をなしている。

梼堵事業の施行は、産業・交通及び軍事的要求にそった道路から着手されたが、現在のような都市計画法に

基づく道路づくりとはほど遠いものであった。しかし、当時施行された熊本駅・迎町国道交差点を結ぶ産業道

路・さらにそれを延長した子飼橋方面に通ずる道路及び水前寺体育飽.健軍市電終点間の都市計画道路は、現

在の本市道路の根幹をなすものである。

戦後の都市計画

戦後、本市は戦災復興計画基本方針に基づき恒久的復興計画を策定した。

都市機能の向上、衛生の面、都市美の増進等、近代都市としての形態を整えながら急速な復興が行われる

ことを企画し・また・これらの観点から戦前決定された都市計画について、根本的に検討を加え、適正を欠く

ものについてはこれを改めることとした。

この結果、昭和2 1年用途地域、待埠計画を廃止し、新たな計画による決定が行われ、同時に戦災地とそ

の隣接地域における土地区画整理事業として戦災復興土地区画整理が決定され、その後防火・準防火地域、下

水道、排水施設、ごみ焼却場、卸売市場等の衛生・清掃施設が決定された。経済の向上、交通網の発達に伴い、

市民の持家がさかんになるにつれ、郊外-とスプp-ル現象があらわれ、これに対処するため都市計画による

区画整理が施行されており.さらに新しい都市計画法により、昭和4 6年には.無秩序なスプロール化を防止

するため、市街化区域.市待化調整区域の決定かなされた。

その後、市街地形成の状況及び住宅地需給の実態をふまえ昭和5 6年4月2日で市街化区域及び市布化調登区

域の第1回日の見直しがおこなわれるとともに、昭和5 8年4月30日には流通業務団地予定地(約53ha )
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が市街化区域に編入され市街化区域面積約9, 167 ha及び市街化調整区域約8, 005 haとなり約233 haの市街

化区域面積が増加した。また市街化区域内の一団の農地については、土地区画整理事業等を積極的に奨め住民の

意志による良好な市街地形成を図ることが考えられている。

市街化区域については、用途地域が設定され、開発許可制度により艮好な宅地供給のためとくに中規模以上の

土地の開発についての指導を強化している。

(1)用途地域

ア　熊本都市計画用途地域図(次頁記載)

イ　用途地域の規模
(昭59.4.1現在)

区 分

都 市 B l 市 域 . 1 慧 孟

容 積 率

建 ペ

い率

後退

距離面 積
構成

比

全都市圏

面積対比
面 積

管 市 域

積対比

第.1.種住居専
用 地 is .

L 3 5 2 ha 1 W " 3 .2>% 94 7h a 10.37 55 '' 7 0.0 '
60 %
80
3 0 %
4 0
1∫) m

SiH o
5,80 9 5 0.7 1 3.7 4,5 5 8 4 9.7 2 6.5 7 8.5

100

200

5 0

6 0

住 居 地 域 2 ユ8 5 1 9ユ 5.1 1,7 5 6 1 92 102 8 0.4 2 00 6 0

近 隣商業地域 3 3 6 2 9 0.8 3 1 8 3.5 19 9 4 や
200

300
8 0

商 業 地 域 3 6 7 32 0 .9 3 6 7 48 . 21 1 0 0 棉 8 0

準 工 業 地 域 9 6 4 8.4 2 .3 9 1 1 9.9 53 94 5 2 00 6 0

工 業 地 域 4 4 4 3β 1.0 3 1 0 3 1.8 6 9.8 2 00 6 0

計 1 14 57 1 0 0 2 7.0 9,1 6 7 10 0 5 3.3 8 0.0 - - -

(2)風致地区
(昭59.4.1現在)

名 称 面 積 位 置

花岡山 .万 日山 m 7 7 h a 横手 1 - 2 - 3丁 目、春日3 - 4 - 5 丁 目、春 日町、池上町、戸坂町

八 景 水 谷 1 0 八景水谷 1 丁 目

立 田 山 3 4 5
清水町大字兎谷、同万石、同室園、同松崎、竜田町大字上立田、同陳内
黒髪3 -4 * 5 ォ6 ' 7 -8丁目

水 前 寺 1 0 水前寺公園

江 津 湖 . 2 3 8
出水 1 '2 - 3丁目、江津1 丁目、健軍4 . 5丁目、湖東2 . 3丁目、神水本
町、広木町、水源 1丁目、画図町大字下江津、同上無田、同下鎌田

本 妙 寺 山 5 5 1 島崎 3 '4 - 5 -6 丁 目、花園 3 -4 ' 6 - 7 丁 目、谷尾崎町

千 金 甲 3 6 7 谷尾崎町、池上町、松尾崎大字上松尾、同松尾、小島下町

計 1,5 9 8

(3)都市計画駐車場整備地区

(昭59.4.1現在)

位 置 面 積 指 定 年 月 日

市 中 心 術 1 4 3 .9 ha 昭和 4 5 年 4 月 1 0 日

(4)防火地域及び準防火地域

(昭59.4.1現在)

地 域 名 .面 積

防 火 地 域
ha

9 5.7 0

準 防 火 地 域 1,2 2 4.8 6
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凡 例

巨≡≡≡∃ 第1種住居専用地域

m 第2種住居専用地域

臣望霞ヨ 住 居 地 域
匿監盟 商 業 地 域
eZZZ ZZZZ, 近 隣商業地域

E 歪≡≡ヨ 準 工 業 地 域

圏 工業地域
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(5)都市計画道路(昭59.4.1現在)

ア　道路縮図(熊本市域)

区 分 m m ョ 総 延 長

熊 本 市 城 内 4 8 路 線
市 域 肉 約 18 9 ,0 7 0 m

市 域 外 約 2 9,89 0 m

熊本 市 域 外 7 路 線 市.域 外 約 14 ,5 0 0 m

都 市 圏 5 5 約 2 3 3,4 6 0 m
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イ　都市計画道路一覧

道 路 番 号
道 路 名 称 主 な る幅 員 延 長 (料)

区 分 規 模 番 号

3 1 1 新 南 部 ～ 四 方 番 線
m

4 0
m

4 ,7 8 0

3 2 2 新 市 街 ～ 水 前 寺 線 3 6 4 ,4 2 0

3 2 3 弓 削 ～ 近 見 線 3 6 1 5 ,4 8 0

3 2 4 近 見 ～ 沖 新 線 3 6 6 ,3 9 0

3 2 5 熊 本 駅 ～ 北 部 線 3 0 8 ,6 4 0

3 2 6 南 熊 本 駅 ～ 新 町 線 3 0 2 ,0 1 0

3 3 7 熊 本 駅 ～ 新 外 線 2 2 8 ,5 8 0

3 3 8 二 本 木 ～小 碩 線 2 2 6 ,9 7 0

3 3 9 池 田 町 ～荘 園 線 2 2 1 ,5 2 0

3 3 1 0 子 飼 ～ 新 大 江 藤 2 2 1 ,8 7 0

3 3 l l 船 場 ～ 神 水 腺 2 5 4 ,6 7 0

3 3 1 2 本 荘 ～ ;犬 測 線 2 5 5 ,0 5 0

3 3 1 3 水 前 寺 ～ 秋 津 線 2 2 4 ,9 5 0

3 3 1 4 野 口～ 清 水 線 2 5 l l ,7 9 0

3 3 1 5 清 水 ～ 竜 田 線 2 5 2 ,8 2 0

3 3 1 6 水 前 寺 駅 ～ 西 水 前 寺 線 2 2 1 8 0

3 3 1 7 東 町 ～ 空 港 線 2 2 2 ,2 1 0

3 3 1 8 南 高 江 ～富 合 線 2 5 3 ,0 7 0

3 3 1 9 弓 削 ～ 原 水 線 2 5 4 9 0

3 4 2 0 上 熊 本 ～藤 崎 宮 線 2 0 1 ,9 3 0

3 4 2 1 上 熊 本 ～細 工 町 線 1 9 2 ,9 1 0

3 4 2 2 砂 取 ～ 健 軍 線 1 8 2 ,1 9 0

3 4 2 3 新 士 河 原 ～ 小 島 線 2 0 3 ,9 1 0

3 4 2 5 熊 本 駅 ～ 城 山 線 1 6 2 ,0 7 0

3 4 2 6 新 町 ～ 戸 坂 線 1 6 1 ,7 2 0

3 4 2 7 段 山 ～ 島 崎 線 1 6 2 ,2 2 0

3 4 2 8 戸 坂 ～ 本 妙 寺 線 1 6 1 ,6 3 0

3 4 2 9 上 熊 本 ～ 法 成 寺 線 1 6 2 ,2 8 0

3 4 3 0 手 取 本 町 ～ 清 水 線 1 6 3 ,8 3 0

3 4 3 1 麻 生 田 ～ 弓 削 腺 1 6 3 ,8 2 0

3 4 3 2 清 水 町 万 石 ～ 麻 生 田 線 1 6 2 ,3 4 0

3 4 3 3 ノ」、頓 、 清 水 檎 木 線 1 6 4 ,4 9 0

3 4 3 4 下 南 部 ～ 画 図 線 1 5 8 ,9 3 0

3 4 3 5 新 外 ～ 秋 津 線 1 6 2 ,8 1 0

3 4 3 6 出 水 町 国 府 ～ 東 水 前 寺 線 1 6 2 ,2 8 0

3 4 3 7 水 前 寺 ～ 画 図 線 1 6 3 ,6 0 0

3 3 3 8 新 市 街 ～ 御 船 イ ン ク一線 2 5 6 ,1 4 0

3 4 3 9 長 六 橋 ～ 川 尻 線 1 7 .5 7 ,6 0 0

3 3 4 0 新 土 河 原 ～ 出 水 線 2 5 5 ,7 4 0

3 4 4 1 二本 木 ～ 蓮 台 寺 線 1 6 1 ,3 5 0

3 4 4 2 大 窪 、 山 下 線 1 6 1 0 0

3 5 4 3 桜 町 、 段 山 線 1 5 7 6 0

3 5 4 4 南 千 反 畑 ～ 大 江 線 1 5 1 ,8 5 0

3 5 4 5 上熊 本 ～ 弓 削 線 1 2 1 0 ,5 7 0

3 5 4 6 船 場 ～本 山 腺 1 2 9 2 0

3 4 4 7 平 >T田 ～ 田 迎 線 1 6 1 ,7 6 0

8 7 1 新 屋 敷 ～ 長 単 線 4 1 ,5 5 0

8 7 - 2

4 8 路 線

南 高 江 ～ 元 三 線 1,8 8 0

市域 内琴 長 1 8 9 .0 7 0
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ウ　道路計画及び道路整備の競模別分類

(昭59.4.1現在)
∴ 道 路 計 画 決 定 延 長 (m ) 道 路 整 備 改 良 済 延 長 (m )

霞街蔑
比率 市 街 化

馳 或
比率 合 計 ttm 市街化

区 域
進捗率 霧島 珪 進捗率 合 計 進転率

区分規模

3 1 3,4 70

ーo

1.8 1, 3 10
%
0: 7 4, 78 0

%

2 .5 0l

%

0 0
%

0 0

%

0

3 2 28▼7 10 15. 2 8, 230 4. 4 3 6,94 0 19 .6 22, 7 33 12.0 1, 2 47 0. 7 23. 980 12 . 7

3 3 56,3 80 29. 8 J9- 6 70 5. 1 6 6,0 50 3 4.9 26, 352 14. 0 2, 66 1 1. 4 29,0 13 15. 4

3 4 5 4,0 60 2 8.6 9 ,7 10 5. 1 63, 77 0 33. 7 26,0 96 13 .8 2 . 730 1.4 2 8. 82 6 15. 2

3 5 13,8 80 7. 4 22 0 0 . 1 14 ,100 7. 5 1, 920 1.0 220 0. 1 2, 140 1.1

8 7 3,4 30 1.8 0 0 3,4 30 1. 8 2, 110 1.1 0 0 2 , 110 1. 1

計 159, 93 0 84. 6 29, 140 15. 4 189,0 70 100 79. 211 4 1. 9 6, 8 58 3. 6 86 ,0 69 4 5. 5

(6)駅前広場

(昭 5 9.4.1現在)

広 場 名 面 積 . 摘 要

熊 本 駅 前広場 14,8 0 0 m 都市計画道路3 ・3 ・ 7 号 熊 本 駅～新 外 線

南熊本 〝 3,8 50 2 ・ 南 熊 本 駅～新 町 線

水前寺 〝 2.10 0 〝 3 - 3 - 1 6 水 前 寺 駅へノ西水前寺線

上熊本 〝 3,8 0 0 〝 2 1 上 熊 本へ.紳 I 町 線
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2　建　築　指　導

(1)建築確認申請状況

年 度

種 別

5 5 5 6 5 7 5 8

申

請

- 般 確 .認 申 請 6,2 0 0 5 ,6 0 0 5 .4 6 9 5 ,0 5 5

道 路 指 定 申 請 1 0 5 8 9 1 0 4 8 8

許 可 申 請 5 6 3 3 3 3 3 2

堤

ォ

住 宅公 庫 中 間検 査 1, 7 9 8 1 ,6 9 1 1 ,7 8 9 1 ,3 3 7

〝 改 良検 査 3 7 4 4 6 0 4 0 4 3 3 6

検

査
一 般 建築 竣 工 検 査 1,4 3 6 1 ,2 7 5 1 .3 4 8 1 , 1 2 3

昇 降 機 竣 工 検 査 1 3 9 1 6 9 8 9

特 申
計 画 通 知 1 6 0 1 5 4 1 7 2 1 6 7

n m
工 作 物 申 請 9 8 8 7 1 0 2 1 1 0

(2)建築相談

年 度

相談 円容
5 5 5 6 5 7 5 8

確認申請及び用途変更 に関

す る もの
6 7 2 8 4 4 8 5 4 9 2 6

道路及 び敷地の接道 に関す

る も.の
1,0 9 0 9 5 1 6 3 7 8 0 7

用途地域 . 建ペい率 . 高 さ

の規制 に関す るもの
1.2 6 8 1,0 6 6 6 5 0 1.2 1 1

施行令 . 条例 . 市建築基準

細則 に関す るもの
6 4 5 6 1 1 1 7 8 6 6 9

日 照 に 関 す る も の 7 9 9 2 1 9 5 1 8 4

建築基準法及 びその他法令

に関す るもの
1.7 9 7 1,7 9 9 1.5 9 7 1,5 8 3

計 5,5 5 1 5.3 6 3 4 .1 1 1 5,3 8 0

(3)建築指導パトロール

ア　定期パトロール

違反建築の早期発見、防止を主目的に、東部班・西部班(各3人)で、週2回(火・木曜日)定期的

に2校区を単位としてパトロールしているo

イ　建築防災パトロール

建築防災指導週間(上期9月初旬・下期3月中旬)に、特殊建築物についてのパトロールをしており、

58年度においては、病院、旅館・ホテル20件を調査し、 1 8件を指導しているo

ウ　一斉公開パトロール

違反建築防止週間( 1 0月上旬)の1日間を公開パトロールの日と定めて、市円全域にわたって違反

建築物の摘発、指導をしている。

5 8年度においては、共同住宅及び分譲住宅に重点をおき、 5 6件を調査し、 2 6件の違反を指導し

ている。
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(4)違反建築物取扱件数

I(昭和5 8年度)

違 反 車 . 項 違反 言亥当法令 違反建築物件数
是正指導中の

もの
完結 した もの

確認 申請手続 法第 6 条 4 2 件 1 件 4 1 . 件

構造耐力上必要 な規細 〝第 2 .0 条

耐火叉は備耐 としなければならない建築物 〝第 2 7 条

居室の採光換気についての規制 〝第 2 8 条

道路について 〝第 4 2 条

敷地 と道 路 との関係 〝第 4 3 条 3 2 .1

道 路内の建築 制限 〝第 4 4 条 2 0 9 l l

用 途地域 内の建築制限 〝第 4 8 条 3 1 2

建 ペい率 . 〝第 5 3 条 8 3 5

建 築物の各 部分の高 さの制限 〝第 5 6 条

防火地域内の建築物の規制 〝第 6 1 条

準防火地域 内の建築物の規制 〝第 6 2 条

内装制限 墓那 賀酢 4

そ の 他 4 1 3
計 8 0 1 7 6 3

(扮　優秀建築物表彰

熊本市では、市民による美しく住みよい街づくりの推進と建築水準の向上を図る一環として、企画、設

計、施工が優れており、都市環境の整備に貢献していると認められる建築物について建主や設計業者、建

築業者を表彰するとともに銘板を贈ることとしている。 ( 3年毎に実施)

実績　58年度　表彰対象建築物　4件
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3　公　　　　　園

わが国では、戦後の急激を都市への人口と産業の集中によって、市街地の過密化や郊外の無秩序夜開発がすす

められた。その結果、縁とオープンスペースは著しく減少し、都市の生活環境や景観は悪化しており、住民生活

に大きな影響を与えるようになってきている。

この緑とオープンスペースは、潤いのある風致や景観をつくり出し、気温をやわらげ大気を浄化する夜ど、環

境を保全するとともに、身近かな子供の遊び場や、日常のスポーツ、レクリエーションの場所、あるいは散策、

休息などを通して自然との触れあいの場所となり、住民の健康の保持と増進に大きな役割をはたし、また災害時

には、避難地として役立つばかりか、災害の拡大を防いだり、大気汚染、騒音、振動などの公害を緩和し、住民

の生命や財産をまもってくれるものである。

本市は、 「森の都」と語られるほどに豊かな「綴」に恵まれ、清列な湧水を誇Dにしてきた。これらの保全と

育成とは、次代に対する私たちの"つとめ..であれ本市の将来像のひとつである「緑と水にかがやく明るい健

康都市」建設のための主軸ともなっている。

公園事業については、大正1 3年皇太子御成婚記念事業として、水前寺運動公園を建設したことに始まれ次

いで同1 4年、出水村合併と同時に出水神社庭園を市が借少受けて水前寺公園(現在、出水神社所有管理)とし

た.更に、同年二十三聯隊跡を大蔵省よ9倍E)受けて、花畑公園とし、また、筏岡山の登山道路の整備を行うな

どしている。

公園が都市計画公園として決定されたのは、昭和3 1年に鍛冶屋町公園外3.カ所が最初であ9、翌3 2年戦災

復興土地区画整理地区内の准畑公園外2 4カ所を追加決定した。その後用地買収、区画整理事業等によ9、公園

用地を確保し、逐次追加して、昭和58年度末で公園・緑地・墓園をあわせて1 58カ所526.07haを都市計画

決定している。

・公園整備計画については、都市公園等整備緊急措置法に基づく、第一次(昭和4 7-5 1年度)及び第二次(

昭和5 1-5 5年度)都市公園等整備五力年計画によって整備をすすめてきたが、昭和5 6年度からは、第三次

五力年計画がスタートしている。これは、第二次五力年計画にひきつづいて、

了　公園整備の地域的アンバランスを是正し、地域に密着した児童公園、近隣公園などの基幹公園の整備を積極

的にすすめること

イ　中心市街地にオープンスペースを確保するため、河川敷運動公園の整備を促進すること

ウ　レク1)エーショソ需要の高まDに対処して、広域公園の整備をすすめること

を基本とし、昭和6 0年度末の住民1人当たりの都市公園等の面積を5.6rf以上とすることを目標にしている。

昭和58年度末での本市の都市公園等の整備状況は、 439カ所、 305.76 ha (まちの広場等を含む)

で、これは市民1人当たり5.62rr?(昭和59年3月31日人口544,334人を対象)の都市公園等の整備水準と

なっていor.

また、これから縁とオーブソスベトスの保全と整備を図るための施策を総合的に展開するため、熊本市では国の

施策に基づいて「縁のマスタープラン」を策定中である。

国の方針によれば、 「西暦200 0年(昭和7 5年)を目標に、確保すべき緑地を原則として市街化区域面積に

対しておおむね3 0%以上を標準として設定し、このうち中核をなす都市公園等については、原則として住民1

人当たE)おおむね20.0 m2を確保することを標準として設定する」こととされている。

「縁のマスタープラン」の策定後は、この緑地整備の青写真に基づいて、場境保全のための緑地、レクリエー
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ショソのための縁地、防災のための緑地というそれぞれの機能を備えた緑地の整備をすすめ、緑あふれる街をつ

くりあげていくことになるo

関連事業

o　生活環境保全林整備事業(立田山保存整備、県及び市緑化推進課)

○　鱒本県民組合運動公園整備事業(県)

o　「くまもと国民の森」整備事業(金峰山自然公園、国及び県)

(1)公園の状況
(昭59.4.1現在)

公 園 別
児 童 近 隣 地 区 総 合 運 動 特 殊 広 域 都 市

小 計
ま妙 その他

合 計

区 分 公 園 公 園 公 園 公 .園 公 園 公 園 公 園 緑 地 広 場 の公園

都 市 計 画

決 定 公 園

数 11 6 1 3 3 1 2 10 1 l l 1 5 7 - 1 1 5 8

面 積

(h a )
2 6 .7云 2 3 4 2 0 5 5 6 .0 2 5 .4 9 5 .6 1 2 6 .6 9 3 5 4 4 6 7 .7 7, I 5 8 3 0 5 2 6 .0 7

都 市 公 園

3$ 2 8 8 8 2 1 2 1 5 1 2 0 3 3 7 - 1 3 3 8

面 積

(h a )
3 7 .7 0 1 2 .4 6 9 .1 7 5 1.7 2 2 1 .5 5 5 5 .1 3 2 9 .7 5 1 7 2 7 2 3 4 .7 5 - 5 8 3 0 2 9 3 8 5

利 用 中

の も の

ォ 28 8 8 2 1 2 1 5 1 2 0 3 3 7 1 0 0 2 4 3 9

面 積

(h a )
3 7 .7 0 1 2 .4 6 9 .1 7 5 1.7 2 2 1 .5 5 5 5 .1 3 2 9 一7 5 1 7 2 7 2 3 4 .7 5 6 .60 6 4 .4 1 3 0 5 .7 6

(2)市民1人当たり公園面積

,|V ,

区

分

種 別

5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

# t

面

積

人

当

面

ts

n

面

積

人

当

面

m

数

面

積

人

当

面

積

& .

面

S

人

当

面

積

ォ

面

積

人 .

当

面

積

利 月 中 の .

児 童 公 園 2 0 7

h a 3孤

2 2 4

h a m *

2 3 5

h a Iが

2 6 4

h a m l

2 8 8

h a lrf

3 1ユ7 0 .6 0 3 2 .9 0 .6 2 3 3 S 5 0 .6 4 3 5 .9 0 0 .6 7 3 7 .7 0 0 .6 9

利 用 中 の

全 公 園 3 4 1 2 5 5 .4 1 4 9 3 3 60 2 6 3 .9 7 .5 8 1 3 7 5
2 8 4 5 4 5 3 5 4 0 7 3 0 1 .3 4 5 .5 8 4 3 9 3 0 5 .7 6 5 .6 2
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(3)公園一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭_59・4・ 1現在)
公 公 校 都決 都面 刺 公

園
公 校

hw e

都面 刺

園 園 区

L名

用 園
区

用

荏 名 計面 公 面 種

刺

名 計面 公 面
刺 称 面積 園積 横 称 名 ロ面積 園積 積

児

塞

公

園

鍛 冶 屋 町 五 福

ha

0一1 9

m2

1,9 2 0
m"

1,9 2 0

児

塞

公

園

龍 田 陳 内 龍 田
ha

0.2 8

2孤
2,7 8 7

mf

2,7 8 7

古 城 堀 端 - f t. 0 .5 5 7,7 4 5 7,7 4 5 松 の 上 .'J '蝣 0.1 9 1,9 0 6 1,9 0 6

段 山 - i f 0.2 4 2,4 9 3 2 ,4 9 3 溶 山 津

長 藤

池 田

秋 津 0.3 2 3,2 0 5 3,2 0 5

西 岸 寺 城 東 0ー0 9 8 5 6 8 5 6 出水南 0.2 1 2,0 9 6 2,0 9 6

jft # 城 東 0.2 7 2,6 5 8 2,6 5 8 池 田 0.2 8 2,7 8 0 2,7 8 0

中 原 本 荘 0.2 8 2,8 2 9 2,8 2 9 楠 東 棉 0.1 9 1,8 9 1 1,8 9 1

井 手 の 口 白 川 0.3 1 3,0 5 8 3,0 5 8 天 神 原 西 原

託麻原

健 軍

0.1 9 1,9 2 0 1,9 2 0

瀬 口 春 竹 0.1 4 1,3 7 6 1,3 7 6 北 水 前 寺 0.1 3 1,3 2 2 1,3 2 2

西 原 白 川 0.6 4 6,3 8 6 6,3 8 6 壱 町 畑 0.4 7 4,6 6 8 4,6 6 8

森 の 本 白 川 0ーl l 1,0 9 8 1,0 9 8 島 町 力 合 0.1 3

0 .2 5

1,2 6 8 1,2 6 8

三 町 分 春 竹 0.2 1 2,4 1 5 2,4 1 5 二 本 木 古 町 5 2 7 5 2 :

貫 出 春 竹 0.1 6 1,6 1 1 1,6 1 1 水 前 寺 出 水 5,6 8 5 5,6 8 5

大 村 後 春 竹 0.1 3 1,2 8 2 1,2 8 2 四 方 池 城 西 4 3 1 4 3 1

築 塘 春 竹 0.1 4 1,2 0 5 1,2 0 5 若 葉 町 泉ケ丘 1 8 6 1 8 6

迎 町 向 山 0ー0 6 5 6 8 5 6 8 上ノ郷上ノ川 力 合 3 6 6 3 b 6

新 屋 敦 白 川 0.5 7 5,7 3 4 5 ,7 3 4 南 .町 泉ケ丘 7 5 7 7 5 7

* 大 江 0.4 9 4 ,8 9 5 4 ,8 9 5 泉 ケ 丘 泉ケ丘 2,1 4 8 2 ,1 4 8

今 町 白 山 0.4 4 4 ,3 8 2 4 ,3 8 2 味 噌 天 神 大 江 6 9 7 6 9 7

八 王 寺 春 竹 0.3 6 3 ,5 5 2 3 ,5 5 2 上 ノ 郷 力 合 3 0 8 3 0 8

寺 田 春 竹 0.2 1 1,7 8 5 1,7 8 5 麗 尾 団 地 城 西 3 2 1 3 2 1

宮 の 本 大 江 0.2 1 2 ,0 6 3 2,0 6 3 寺 原 壷 ノー 1,3 6 5 1,3 6 5

東 原 大 江 0.0 9 9 9 3 9 9 3 Efcl 田過南 6 1 9 6 1 9

代 継 白 山 0.2 9 2 ,9 0 1 2,9 0 1 岡 田 白 山 5 2 1 5 2 1

中 川 鶴 大 江 0.3 1 3 ,0 6 9 3,0 6 9 牧 崎 花 園 1,7 7 0 1,7 7 0

下 7由 田 託麻原 0.3 8 3 ,8 1 4 3,8 1 4 坪 井 壷 )ー 3 8 1 3 8 1

戸 井 の 外 出 水 0.3 6 3 ,5 7 7 3,5 7 7 横 手 筒 口 一 新 4 0 9 4 0 9

三 の 宮 公 園 龍 田 0.5 9 5,9 2 7 5,9 2 7 大 江 渡 鹿 大 江 3 3 5 3 3 5

水 道 嘩 白 川 0.4 7 4 ,7 3 4 4,7 3 4 小 本 荘 1,4 3 7 1,4 3 7

P菅 原 白 山 0.3 0 2,9 5 4 2,9 5 4 新 地 菅 原 城 北 9 4 2 9 4 2

it. 秋 津 0.4 1 4 ,0 7 9 4,0 7 9 平 田 町 日 吉 4 7 8 4 7 8

上 . の 門 健 軍 0.2 1 2 ,1 0 4 2,1 0 4 近 見 .町 日 吉 4 6 1 4 6 1

堂 の l上 健 軍 0.2 2 2 ,2 0 4 2 ,2 0 4 上 熊 本 池 田 8 3 9 8 3 9

龍 蛇 平 帯 山 0ー3 8 . 3,8 3 9 3,8 3 9 榎

古 町

蓮 台 寺 八 反

尾ノl上 8 1 5 8 1 5

記 念 砂 取 0.1 5 1,4 5 4 1,4 5 4 古 町 50 7 5 0 7

山 T 砂 取 0.2 4 2,4 4 8 2,4 4 8 白 坪 5 8 5 5 8 5

神 水 砂 取 0.3 2 3,2 2 0 3 ,2 2 0 大 慈 禅 寺

薄 場

神 水 町

川 尻 9 0 7 9 0 7

秋 津 西 秋 津 0.3 7 3,7 1 0 3 ,7 1 0 力 合 3 1 8 3 1 8

大 渡 川 尻 0.1 2 1,1 5 9 1,1 5 9 砂 取 2 6 5 2 6 5

皿 日∃ 画 図 0.1 9 1,8 6 5 1,8 6 5 川 尻 川 尻 3,1 5 9 3,1 5 9

北 長 溝 画 図 0.1 ti 1,6 2 1 1,6 2 1 花 園 町 峠 花 園 1,2 9 6 1,2 9 6

川 窪 出水南 0.1 8 1,8 2 2 1,8 ?- 2 千 金 甲 小 島 2,2 4 2 2 ,2 4 2

秋 津 花 立 桜 木 0.2 5 2 ,4 7 3 2 ,4 7 3 清 水 松 崎 * 2 ,3 9 4 2β9 4

浦 P山 黒 髪 0.4 5 4 ,5 0 0 4 ,5 0 0 京 町 台 .池 田 7 5 2 7 5 2

谷 尾 崎 池 上 0.1 8 1 ,7 7 9 1,7 7 9 う ぐい す 原 桜 木 2,5 2 5 2 ,5 2 5

中 P坪 井 黒 髪 0.1 3 1 ,3 2 7 1,3 2 7 秋 津 東 桜 木 0.3 2 3,2 3 0 3 ,2 3 0

保 田 窪 本 町 帯 山 0.0 8 8 3 6 8 3 6 黒 髪 西 黒 髪 0.2 1 2 ,1 1 2 2 ,1 1 2

京 塚 上 砂 取 0.2 5 2 ,4 5 9 2,4 5 9 匡一 府 白 山 0.l l 1,0 5 0 1,0 5 0

リデル ライ ト 1 % 0.2 0 1,9 8 3 1,9 と3 坪 井 1 丁 目 義 )ー 0.1 4 1,0 1 5 1,0 1 5

清 水 ヶ丘 東 清 水 0.1 9 1,8 7 1 1,8 7 1 楠 北 m 0.2 5 2 ,5 1 5 2,5 1



公 公 . 校 都 決 都 面 刺 公
園

公 校 都 決 部 面 刺

Eli 区 区 Î H iî ^ ^ H
tm sォ.m 公 種

刺
Î ^ ^ ^ K -̂ ^ ^ H 5 公

刺 称 名 m m m m 積 称 名 n iiアum m 園 積 積

児

童

公

園

津 浦 高 平台

ha

0 .2 2

2m
2 ,2 3 4

I㌔

2,2 3 4

児

童

公

園

重 囲 南 清 水
h a

0 .1 3

=m 2

1 ,3 2 9

2m
1 ,3 2 9

* & * 0 .3 2

0 .1 4

3 ,2 0 5 3 ,2 0 5 渡 鹿 前 畑 大 江 0 .1 0

0 .1 9

9 4 7 9 4 7

下 代 菅 原 城 山 2 2 2 2 2 2 子 Ll 飼 黒 髪 3,7 3 9 3 ,7 3 9

秋 田 若 葉 2 3 8 2 3 8 荒 瀬 龍 田 1,9 3 7 1 ,9 3 7

京 塚 下 健 軍 0 .1 9 1 ,9 1 9 1 ,9 1 9 長 嶺 抽 出 託麻東 0 .2 3

0 .1 6 、

0ー1 8

2 ,2 7 0 2 ,2 7 0

横 畑 棋 木 0.2 4 2 ,4 3 6 2 ,4 3 6 一 夜 l 塘 黒 髪 1,1 7 6 1 ,1 7 6

沖 畑 楠 0 .3 1 3 ,1 8 0 3 ,1 8 0 坪 井 6 丁 目 黒 髪 7 1 2 7 1 2

武 蔵 ケ 丘 南 武 蔵 0.3 2

0 .2 0

3 ,2 0 3 3 ,2 0 3 小 峯 尾 ノ上 1 3 2 1 3 2

打 越 南 高平 台 7 6 3 7 6 3 宮 の 上 託麻 比 1 1 5 1 1 5

武 蔵 ケ 丘 西 武 蔵 1,9 9 9 1 ,9 9 9 馬 場 前 託麻 東 3 0 0 3 0 0

平 の 山 西 原 0 .2 3 2 ,2 8 7

1 ,0 1 3

2 ,2 8 7

1 ,0 1 3

西 田 北 出水 南 1,5 5 4 1 ,5 5 4

戸 島 南 台 託 麻 東 0.1 3 高 千 南 高平 台 7 6 5 7 6 5

栄 町 ォ * 0 .1 0 野 越 日 吉 1,4 3 7 1 ,4 3 7

楠 南 棉 . 0 .2 2

0 .1 7

2 ,1 9 0 2 ,1 9 0 上 之 原 龍 田 1,2 7 2 1 ,2 7 2

岡 託麻 東 2,3 6 4 2 ,3 6 4 菓 山 南 託 麻東 6 4 2 6 4 2

兎 谷 城 北 1,5 4 8 1 ,5 4 8 古 閑 下 託 麻西 5 5 6 5 5 6

水 前 寺 2 丁 目 1出 水 3 2 1 3 2 1 西 上 の 前 託麻 東 9 5 4 9 5 4

迎 町 1 丁 目 向 山 1 0 7 1 0 7 ね む のた い ら 託麻 西 6 1̂ 6 9

清 水 愉 木 捕 3 5 3 3 5 3 塘 崎 出 水 4 7 6 4 7 6

竹 後 龍 田 3 1 8 3 1 8 木 の 神 出水 南 1,8 3 1 1 ,8 3 1

上 押 棉 1 8 9 1 8 9 竹 ノ 下 出水 南 0.1 3 1,2 7 9 1 ,2 7 9

友 添 御 幸 1 6 0 1 6 0 砂 入 田 迎 0.1 0

0ー2 5

0 .3 0

1 ,0 0 0 1 ,0 0 0

曲 梶 出水 南 2 0 8 2 0 8 上 河 原 黒 髪 9 6 0 9 6 0

南 請 西 原 1 1 3 1 1 3 黒 髪 2 丁 目 黒 髪 1 5 9 1 5 9

御 . P 債 託 麻西 3 4 9 3 4 9 坪 井 4 丁 目 黒 髪 1 8 1 1 8 1

碩 P I ll l 1 7 3 1 7 3 古 閑 下 西 託 麻西 5 6 6 5 6 6

長 迫 団 地 m eb 3 5 4 3 5 4 古 閑 下 東 託 麻西 8 4 7 8 4 7

下 田 力 合 7 3 8 7 3 8 水 城 出水 南 6 8 2 6 8 2

花 園 前 田 花 園 2 9 5 2 9 5 長 嶺 中 央 託 麻西 li 1 8 n 1 8

出 水 大 坪 出水 南 5 0 9 5 0 9 鳥 井 原 cg ' -k 2 ,5 0 0 2 ,5 0 0

長 嶺 宅 原 託麻 西 2 5 8 2 5 8 本 山 居屋 敷 東 向 山 2 1 4 2 1 1

龍 田 高 坂 龍 田 2 7 4 2 7 4 亀 次 出水 南 2 ,9 6 5 2 ,9 6 5

津 浦 歩 迫 高平 台 8 7 8 7 押 池. 上 0.2 6

0 .1 0

0 .2 0

2 ,5 8 0 2 ,5 8 0

帯 山 東 帯 山 1,6 7 7 1 ,6 7 7 北 鶴 膏巨 田 1 8 7 1 8 7

l万 石 清 水 0.1 2 1 ,1 8 0 1 ,1 8 0 花 園 3 丁 目 荘 園 1 5 5 1 5 5

桓 府 大 松 下 帯 山 2 0 1 2 0 1 八 ノ 窪 託麻 西 1 7 b 1 7 6

抱 囲 団 地

I
二花 園 4 2 8 4 2 8 長 嶺 出 口 託麻 西 2 1 0 2 1 0

串 木 出 口 泉 ケ丘 4 9 0 4 9 0 権 現 窪 託 麻 西 2 2 9 2 2 9

ヰ 高 .柳 田過南 1 1 1 1 1 1 八 反 坪 白 坪 2 4 1 2 4 1

,. ': :-|l 田迎 南 2 7 6 2 7 6 長 嶺 東 託 麻西 3 1 4 3 1 4

/p 坂 龍 田 1 9 9 1 9 9 長 嶺 西 託 麻 西 3 1 4 3 1 ・

出 泳 l6 丁 目 出水 南 1 7 0 1 7 0 江 津 1 丁 目 画 図 2 5 5 2 5 5

高 ＼ 平 北 高平 台 2 1 8 2 1 8 二 里 木 龍 由 2 5 5 2 5 5

+ は + 花 園 2 3 0 2 3 0 長 嶺 尾 ノ 上 託麻東 5 1 6 5 1 6

力 合 蝣1 3 3 4 3 9 龍 田 緑 ヶ 丘 龍 田 9 7 0 9 7 0

御 幸 笛 田 御 幸 3 2 9 3 2 9 薬 師 前 龍 田 9 7 6 9 7 6

江 津 2 丁 目 画 図 5 3 2 5 3 2 下 村 北 健 軍 2,0 3 7 2 ,0 3 7

西 田 南 出水 南 1,8 1 7 1,8 1 7 宮 下 城 山 0.2 8 4 .1 7 0 4 ,1 7 0

田 渕 下 託麻 東 1,5 3 0 1 ,5 3 0 西 抽 称 帯 山 0ー1 0 1 ,0 0 0 1 ,0 0 0

世 萩 a a 4 8 3 4 8 3 上 宅 地 御 幸 0.3 1 3 ,1 3 8 3 ,1 3 8
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公 公 校 都 決

′一.,

都 面 刺 公 公 校 都決 都 面 刺

fid 区 71こ Eli 区 ′TL 市

公檀 名 計 画 公 面 種 名 計 面 面

刺 秩 名 画積 園 横 積 刺 称 名 面 積 園 積 秩

児

*

公

園

出 水 7 丁 目 出水 南
ha

0 .1 9

2m
5 9 6

rn
5 9 6 '

児

童

公

園

(2 9 0

長 嶺 山 崎 託 麻東

武 蔵

h a

0 .3 6

nil
5 9 1

nF
5 9 1

花 園 4 丁 目 花 園 18 2 1 8 2 弓 削 上 ノ 窪 58 2 5 8 2

西 平 山 池 上 2 ,8 6 1 2 ,8 6 1 弓 削 大 道 上 龍 田 19 8 1 9 8

健 軍 新 土 井 尾 ノ上 229 2 2 9 津 浦 西 高平台

花 園

麻生田

59 4 5 9 4

長 嶺 西 原 託麻 西 384 3 8 4 花 園 6 丁 目 89 5 8 9 5

長 嶺 下 原 月 出 199 1 9 9 檎 木 沖 2 8 4 2 8 4

嶺 ノ」、 嶺 月 出 246 2 4 6 高 平 坂 下 高平 台

城 南

池 田

託麻西

清 水

吉和耐 ヒ

託肺

大 江

松Fg西

73 7 7 3 7

望 ケ 丘 中 央 棉 1.4 7 8 1 ,4 7 8 高 江 小 石 瀬 15 9 1 5 9

望 ケ 丘 東 棉 5 19 5 19 池 田 2 丁 目 2 2 8 2 2 8

望 ケ 丘 北 棉 304 3 0 4 上 南 部 櫓 山 1 79 1 7 9

北 千 反 畑 碩 台 210 2 1 0 清 水 ヶ 丘 西 65 2 6 5 2

川 鶴 団 地 大 ▼江 8,3 1 3

9 9 6

8 ,3 1 3

9 9 6

石 原 町 5 5 2 5 5 2

清 水 ヶ 丘 中 央 清 水 サ ク ラ 12 7 1 1 2 7 1

押 西 池 上 0.1 0 大 江 4 丁 目 6 1 0 6 1 0

稗 田 池 田 0.2 6 3 ,4 9 0 3 ,4 9 0 百 頁 石 3,1 6 9 3 .1 6 9

抽 称 月 出 0.2 3 2 ,3 0 3 2 ,3 0 3 渡 鹿 昇 立 西 原 0.14 1 ,3 6 6 1 ,3 6 6

軍 上 ノ 原 健 軍 0.3 2

0 .1 4

0 .2 6

3 .1 9 8 3 ,1 9 8 水 源 1 丁 目 泉 ケ丘 0.10 9 5 0 9 5 0

田 迎 妙 見 田 迎 569 5 6 9 大 窪 城 ケ 平 高平 台

月 出

東 川

私 宅 東

0 .1 0 9 9 0 9 9 0

高 乎 河 原 崎 清 水 3712 3 7 2 長 嶺 中 原 南 0 .2 3

0 .1 6

2 ,3 1 6 2 ,3 1 6

田 寺 ノ 後 御 幸 177 1 7 7 内 坪 井 32 1 3 2 1

田 迎 八 反 坪 田 迎 2 18 2 18 松 尾 広 田 1,3 6 9 1 ,3 6 9
、 見 大 仙 田 日 吉 150 1 5 0 健 軍 金 峰 山 隠 東 町 2 81 2 8 1

熊 本 3 丁 目

出 水 6 丁 目 南

弓 削 古間 ノ上 北

池 田

出水南

龍 田

2 42

2 9 0

4 7 2

2 4 2

・29 0

4 7 2

世 萩 北

高 乎 小 迫

田 迎

高平台

1 64

2 4 1

1 6 4

2 4 1

弓 削 古 閑 ノ 上 龍 田 1.1 1 3 1,1 13
江 津 2 丁 目 北 画 図 1 85 1 8 5

建 水 尻 清 水 68 8 6 8 8
江 津 2 丁 目中 央 画 図 176 1 7 6

萩 西 田 迎 28 5 2 8 5 坪 井 三 反 田 黒 髪 24 9 2 4 9

八 ノ 窪 東 託麻 西 2 55 2 5 5 江 津 鳥 ケ 江 北 画 図 954 9 5 4

出 水 8 丁 目 北 出水南 72 2 7 2 2 清 水 一 町 拓 城 北 3 6 8 3 6 8

汁 畑 託麻東 1,8 4 1 1▼8 4 1 池 田 3 丁 目北 高平 台 40 7 4 0 7

局 乎 立 野 清 水 1.4 4 7 1,4 4 7 池 田 3 丁 目南 高平 台 2 68 2 6 8

黒 髪 中 屋 敷 黒 髪 19 5 1 9 5 高 江 小 岩 瀬 南 日 吉 14 9 1 4 9
ヒ 坪 井 黒 髪 13 4 1 3 4 田 迎 水 町 春 竹 17 3 1 7 3

局 平 年 神

良 町 . 下 原

白 藤 池 ノ 辻 東

清 水

ffl tLU

力 合

77 2

2 3 8

2 5 9

7 7 2

2 3 8

2 5 9

江 津 土 穴 南

春 日 源 内 EEl

画 図

春 日

56 1

2 2 1

5 6 1

2 2 1

白 藤 池.ノ 辻 西 力 合 368 3 6 8
陳 内 建 山 龍 .田 5 9 4 5 94

倉 川 尻 87 8 8 7 8
小 山 町 上 前 原 一 麻東 2 10 2 1 0

ヘ景 水 谷 2 丁 目 城 元 2 .6 4 2 2 .6 4 2 立 田 古 開 山 龍 田 2,0 9 8

( 2 8 8 )

3 77,0 0 1

2 ,0 9 8

12 8 8 )

3 77 ,0 0 1

出 水 西 原 出水 南 0.l l 1,10 3 1 ,1 0 3 新 土 河 原 町 白 坪

良 町 道 免 田 迎 0.1 3 1 ,3 3 8 1,3 3 8 九品 寺 3 丁 目西 白 川

託麻麻

0 .1 0

、 町 2 丁 目 春 竹 0.1 7

0 .1 4

0 .1 2

1 ,7 0 9 1,70 9 水 前 寺 3 丁 目 0 .1 6
京 塚 本 町

九 品 寺 3 丁 目

尾 ノ上

白 山

1β5 2

8 6 9

1 ,0 5 2

8 6 9

良 町 下 原 東 田迎南

碩 台

0.3 4

(1 16

2 6 .7 3
弓 削 古閑 の上 南

近 見 烏 田

甲 田

日 吉

1β5 0

1 2 2 9

1 3 5 0

1 2 2 9
計

八景水 谷 2丁目南 城 北 15 8 1 5 8 白 ノー 2.0

1.1

1 9 ,9 8 8 1 9 ,9 8 8

島 崎 6 丁 目 城 西 23 2 2 3 2 近
清 水 新 地 城 北 21,3 0 3 2 1 ,3 0 3

国 府 本 町 東 白 山 30 5 3 0 5 ffi 城 西 10 ,7 2 5 1 0 ,7 2 5

国 府 本 町 西 白 山 22 3 2 2 3 隣 楠 中 央 柄

託麻 原

秋 津

0.9 8 ,7 9 0 8 ,7 9 0

白 藤 下 田 南 力 合 14 4 1 4 4 公 渡 鹿 1.3 1 3 ,0 5 4 1 3 .0 5 4

長 嶺 下 原 月 出 30 6 3 0 6 園 秋 津 中 央 1.6 1 5 ,6 5 3 1 5 ,6 5 3

田 井 の 島 前 田 田過南 13 6 1 3 6 ケ 丘 尾 ノ上

l

2.6 2 5 .7 5 4

l

2 5 ,7 5 4
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公 公 校 都 決 都 面 刺 .公 公 校
EJS

都 面 刺

hd 区 Eii fcd 区 市
公- 公

月lj 称 名 R IHU 面 積 m 刺 称 名 蒜横 園積 積

近

防

公

ll

的

武 蔵 ケ 丘 中 央 武 蔵

ha

0 .9

2m

9,3 3 3

(8 )

m 2

9 ,3 3 3

8

節

辛 島

高 橋

神園山小山山緑地

慶 徳

ha

b .2

2m
2 ,4 1 5

m 2

2 ,4 1 云

田 窪

白 藤

西 原

力 合

2.6

2 .0

城 東

託麻 西

託 麻東

御 幸

65.5

3 ,6 7 6

4 4 9

3 ,6 7 6

4 4 9

高 野 辺 田 城 山 2.4 戸 島 山 緑 地 21.5

0 .5

0 .1

川 尻

池 亀

高 尻
1.1

2 .8

市

m

也

(23

上 宅 地 北

荘 園 下立田立田邸緑地 隻 1,2 4 3

1 .2 4 1

4 ,7 4 4

1 ,2 4 3

1 ,2 4 1

4 ,7 4 4

上 南 部 東 緑 地

花 園 閑久 女 緑 地

蓬 台 . 専

n't

白 坪 2.1

1 3

託麻西

花 園

23.4 1 2 4 ,6 0 0 1 2 4 ,6 0 0 ' 立 田御 敢立所公 司

刈 草 緑 地

計

龍 田

力 合

4.6 4 8

8 0 9

4 .6 4 8

8 0 9也

区

ヘ 音 'k it 城 北 7.9 4 9 ,7 9 2 4 9 ,7 9 2

柿 原 花 園 4.2 4 1,9 0 2 4 1 ,9 0 2 ( l l ) ( 2 0 ) ( 2 0 )

公

園

北 運 動

計

黒 髪 8.4

(3 ) (2 ) (2 )
9 3 .5 4 1 7 2 ,70 5 1 7 2ー70 5

ま

ち

の

広

場

l

良 問 蝣f fi

若 宮 神 社

三郎壕 団 地 A .B

城 山

八 島 松 尾 神 社

田 迎

出 水

尾 ノ上

I

43 4

2 3 5

3 0 8

(3 ) 2 0 .5 9 1 .6 9 4 9 1 ,6 9 4

IS

合公

熊 本 城 一 新 56.0

(1 )

5 1 7 ,2 4 7

(1)

5 1 7 ,2 4 7

(‖

(1ー 計 5 6 .0 5 1 7 ,2 4 7 5 1 7 ,2 4 7
城 山

白 坪

17 2

3 6 7

運
水 前 寺 運 動 ォ 1 12一4

1 3 .0

1 2 4 ,3 0 0 1 2 4 ,3 0 0

白 川 中 原 緑 地 中 島 9 1,2 3 3

(2 )

9 1 ,2 3 3

(2 )

本 妙 寺 花 園 46 6

動

公
南 運 動

計

日 吉 川 尻 新 町 裏 川 尻

御 幸

田 迎

泉 ケ丘

健 軍

30 7

園 (2 ) 禦 ㌔ 笛 等 2 15

(3 ) 2 5 .4 2 1 5.5 3 3 2 1 5,5 3 3 E目迎 町 出 仲 間

栄 町 団 地 A

17 3

1 6 5

特

殊

公

園

05,

立 田 山 豊 国 台 黒 髪
53.8

8 ,6 5 2 8 ,6 5 2

立 田 自 然 黒 髪 33,5 9 7 3 3 .5 9 7 湖 東 町 5 6 5
本 A 妙 寺 荘 園 l l.4 1 4 6 ,3 8 4 1 4 6 ,3 8 4 北 野 神 社 川 尻

若 葉

城 北

池 上

清 水

48 3
花 岡 山

′卜 萩 山

谷 尾 崎 梅 林

北 岡 自 然

春 日

花 園

池 上

一 新

3.6

5 .8

3 6 ,0 0 0

2 ,5 1 0

9 ,4 6 6

4 2 ,7 9 5

3 6,0 0 0

2 ,5 1 0

9 ,4 6 6

4 2 ,7 9 5

若 .1葉 町 団 地

宿 .水 新 地

戸 坂 八 二坂 神 社

1 70

5 1 1

1 6 0

三 賢 堂 城 西 0.9 9 ,0 4 9 9,0 4 9
亀 井 神 . 社 32 8

武 蔵 塚 龍 田 1.4 l l ,2 1 5 l l ,2 1 5 東 本 町 健 軍

田 迎

花 園

Rl

龍 田

16 3

′」、 楠 萩 津 0.4

3 .2

4 ,3 2 3 4 .3 2 3 菅 原 神 社 126

岩 戸 の 里 松 尾西 68,9 1 2 6 8 ,9 1 2 円 徳 寺 15 9

小 峰 墓 地 a 9 c 2 7 ,9 8 4 2 7 ,9 8 4 田 迎 神 社 157

城 山 墓 園

桃 尾 墓 園

城 山

託麻東

5.7

9 4

5 5 ,1 5 7

9 4 .8 3 8

5 5 ,1 5 7

9 4 .8 3 8

上 立 Ef] 5 2 5

山 伏 壕

計

蝪
池 田

砂 取

白 川

(10 )

9 5 .6

3 9 6

( 1 5 )

5 5 1 .2 7 8

3 9 6

(1 5)

5 5 1,2 7 8

大 江 新 町

新 世 安 橋 下

*

託麻原

向 山

碩 台

212

6 19

4 7 2

広 水 前 寺 江 津 湖 12 6 .6 2 9 7 .4 7 8 2 9 7 ,4 7 8
片 彦 瀬 龍 田 16 4

翠 (1) (1) (1) 出水 町菅 原神 社 出 水 17 0

園
(り

計 12 6 .6 2 9 7 ,4 7 8 2 9 7 ,4 7 8 幸 崎 神 社

寺 原

保 田 窪 本 町

春 竹

重 川

帯 山

花 園

74

白 川 右 岸 緑 地 3.7 2 4 ,0 1 4 2 4 ,0 1 4 2 2 3

1 ,18 4

都

市

m

白 川 左 岸 緑 地 1.2

0 .1

1 0 ,4 4 9 1 0 ,44 9

居 屋 敷 緑 地 4 65 4 6 5 花 園 居 屋 敷 150

託 麻 団 地 緑 地 西 原 1,5 8 0 1,5 8 0 新 屋 敷 2 丁 目 白 川

託麻 原

1,0 0 3

坪 井 川 沿 緑 地 慶 徳 19,1 9 1 1 9 ,1 9 1 渡 鹿 団 地 194

大 井 手 沿 緑 地 白 川 0.0 4

0 .4

0 .3

3 7 4 3 7 4 西 水 前 寺 出 水 680

桃 尾 緑 地 i¥M k 17 ,3 7 8 1 7 ,3 7 8 水 前 寺 本 町 (由 出 水 1,3 7 0
国 府 1 丁 目緑 地

綜′ーl右等第 2 口緑地

出 水

川

3▼8 7 6 3 ,8 7 6

1 3 .8 6 8
水 前 寺 本 町 (B ) 砂 取 1,4 6 0

也
1亨

様l一院岸第 1号緑地

白日扶江新屋敷緑地

尻

川 尻

大 江二

1 3,8 6 8

5 4 ,9 5 8

4 .7 0 8

3 ,

5 4 ,9 5 8

4 ,7 0 8

近 見 神 社

警 毛 木㌔ 賢
日 吉

御 幸

泉 ケ丘

-

29 7

9 4

花 畑 慶 徳 2,6 1 9

l

2 ,6 1 9

1

広 木 1,5 6 6

】

-220-



公 公 校 都決 都面 刺 公 公 n 都決 都面 刺

園 園 区 市定 市 用 園 園 区

名

市定 市 用
IB im i l 公

a
公

刺 称 名 口面積 園積 積 刺 称 面積 園積 積

ま

所 島 画 図

ha 捕 m2J

2 17
(

ま

津 浦 高平台

h a 2m m

1,1 09

麻 生 田 城 北 51 0 迎 平 池 上

壷 川

黒 髪

清 水

託麻原

御 幸

大 江

託麻西

春 日

4 73

高 野 辺 田 池 上 2 12 笠 川 99 7

新 地 団 地 城 北 35 3 北 坪 井 14 0

本 荘 中通 団 地 本 荘 67 4 清 水 茶 屋 原 8 1 5

生 長 の 家 白 山 1,519 横 幕 97 2

城 山 上 代 城 山 24 5 御 幸 迎 井 尻 33 9

帯 山 帯 山 2,356 上 川 鶴 18 6
岩 ケ 鼻 池 田 167 長 嶺 龍 蛇 平

1,69 7
新 屋 敷 1 丁 目白 川 2,07 1 春 日 6 町 内 4 4 7
清 水 中 組

宮 内

城 北

t* ffi

3,872

536

神 水 本 町 砂 取 1,44 1

ち 垣 内

薄 場

花 園

力 JA

133

309
ち
良 町 春 ノ 田

丸 林 北

田 迎

尾ノ上

197

3 48

の
高 橋 西 神 社

千 原 原

∩
池 上

城 西

494

599

の
丸 林 南

田 迎 榎

尾ノ上

Ef] 迎

迎

7 44

2 72|

広 良 町

一 本 松

ffl a

ft - Uj

21 3

66 2

伝 田 迎 榎 北

高 平 打 出

田

高平台

自 坪

帯 山

高平台

御 幸

1,14 3

1,9 08

場 北 ノ」、 路 池 上 1,15 9 場

(100)

新 土 河 原

帯 山 4 丁 目

28 5

1.0 97
端 地 西 原 3,90 7 打 越 579
北 )l 高平台 53 8 木 部 上 屋 敷 39 7
東 野 秋 草 92 0

室 園 清 水 1.04 4
泉 ケ 丘 出 口 泉ケ丘 883 清 水 山 室 清 水

城 山

秋 津

p

池 上

516
上 林 碩 台 782

87

迎 村 な か よし 13 3

61 1
北 島 池 田 秋 津 秋 田

西 無 ffl .御 幸 2 07
水 前 寺 東 20 6

上 八 島

新屋敷 1 丁 目
I,

御 幸

白 川

257

2,10 0

迎 平 杉 谷 1,0 90

(100)
白 ー 左 岸
松 ノ 本 日 舌

小 峯 尾ノ上

稲 葉 田 迎

22 4

86 0

22 8

計 65,956

公

の
他

の園

(2)

水 前寺 (成趣園 ) 砂 敢

58.3

(1)

5 8.3

583 ,00 0

(=

583 .000

61.14 1

北 岡 神 社 春 日

堂 ノ 前 楠

萩 原 田 迎

琴平本町 4 町内 春 竹

l

23 8

1,58 6

99 5

53 6

醍本県民総合運動

計

託麻北 583 ,000

(2)

6 44,14 1
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4　都　市　開　発

(1)区画整理事業

I　本市の区画整理事業は、戦前では昭和6年に組合施行にj:る国府第-土地区画整理、翌7年に水前寺区画

整理、大江東部区画整理を施行し、これに併行して耕地整理が各所で行われたが戦後は国の方針に基づく戦

災復興土地区画整理の着工を見た。

また市の東部地区においては、市施行による東部第-土地区画整理事業があり、そのはか市内各所におい

て、住宅地開発を目的とする事業が、組合等の施行により逐次行われており、戦前戦後を通じ本市では3 0

地区( 1,41 4ha)において、計画的な市街地が造成されている。

施行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59.4. 1現在)
也 施 汰 施 諺

可

m 公

*

施 m

事

換 地 処 分

備 考[* 行 分 TT

面

毎 歩 用 T7

年 莱
公 年 処 面

名 者 顔 積 月

日

率 也

率
皮 ft 月

告 日
分 棟

国 府 第 一 組 合

条 項 h a;. 昭 % % 昭 . 千円 昭 h a

完 了S～ 芝 1 7.3 6. 8.1 3 1 8.3 1 8.8 6- 1 6 47 1 7.3

水 前 寺 〟 〟 7 6.1 7. 5.2 7 2 9.6 2 0.9 7- 1 9 17 4 1 9ー 8.1 0 7 6.1 完 了

大 江 東 部 〟 〟 2 1.1 7.1 2.2 7 3 1.5 2 5.4 7- 18 4 3 1 2. 9.2 5 2 11 完 了

花 岡 山 〟 〟 2 7.7 10. 6.▼1 3 4 9 1 8.2 10 - 2 8 1 8 5 2 6. 2.2 8 2 7.7 完 了

戦 災 復 興 請 3～ 4

( 1 地 区 )

8 4.8

2 2. 7.1 9 2 3.2 4 0.5 2 2~ 59 584,29 7 4 5.1 2.2 2 8 4.8 完 了

2 3.1 0.2 0 2 3.8 3 2、1 !3- 5 9 1,832,151

Il I 区

49. 3.2 8

2 〝
44. 2.13
3 〝

4 8. 9. 8
4 〝

48. 9. 8
～ ′′
5 0.3.27

6 〝
40▼一gー1 8

7 4.4

7 3.4

4 0.9

1 4+8

0.1

3.9

換 地 処 分 完 了

清 算 中

( 2 地 区 )

2 0 7.5

健 軍 第 二 . 県 3 ～ 3 2 6 2.9 2 8. 4. 1 1 5.0 2 4.6 2 8′～3 2 1.4 32 3 2. 6.2 0 2 6 2.9 完 了

秋 津 第 一 組 合 3~ 2 2 0.7 3 2. 7.1 6 2 3、1 3 2、2 3 2~ 3 4 6.3 00 3 4. 3.2 5 2 0.7 :牀 1'

国府 第 二 〟 〟 9J9 3 3. 9.2 0 2 1.1 2 2.6 3 3 ~ 3 5 10.000 3 5. 5.2 4 9.9 完 了

城 東 共 同 3~ 1 3.2 3 4. 3. 4 2 3.7 2 3.0 3 4′～3 5 4 60 3 5. 3.2 3 3.2 完 了

東 部 第 一 市 3～ 3 2 3 5.1 3 5. 4.2 5 2 1.9 2 5▼2

I

3 5′～62

i

I

3′687,376

J -1 Li
2
51 1 8 1 19
56 r ? . ll
5 53 L 3 . 30
6 57 . 5 . 1

5.11 8 r l1

57 . 5
42 . 6
78 . 4
18 ー 8
11 1 9
25 . 9

換 地 処 分 完 了 清 算 中

江 津第 一 組 合 3′～2 1 5.1) 3 6. 9.2 2 1 7、0 1 8.9 36- 53 S3.88 4 5 2. 5.1 8 1 5.0 完 了

秋 津 第 二 〟 〟 1 2 1.3 3 8. 5.2 1 2 6.1 2 4.0 38′ー5 8 66 6.2 25

1 工 区
45 . 8 . 27
2 ′′
49 . 1 . 12
3
52 . 4 . 14

2 9.7

5 2.2

3 9.4

換 地処 分 完 了

清 算 中

清 水 〟 〟 8.2 3 9.1 2▼ 4 6 4.0 2 4D 3 9~ 5 5 416.45 3
1 工 区
41、 3 . 12
2
42. 2 . 2

8-笥

5.7
完 了

江 津 湖

a - 也
個 人 3 ~ 1 1 5] 4 1. 6.2 8 1 9.1 2 6.0 4 1- 4 2 7 6.80 0 4 2▼ 7. 6 1 5] 完 了

長 溝 団 地 〟 〟 5.9 4 2.1 2. 9 2 1.1 25.0 4 2~ 43 52.93 0 4 3. 9.1 6 5. 9 完 了

万 石 団 地 組 合 S～ 芝 3.5 4 2.1 2.2 1 2 1.5 2 5.4 4 2~ 4 3 18,0 04 4 3. 4▼1 1 3.5 完 了

榎 団 地 個 人 3 ′} 1 2.1 4 2.1 2.2 7 1 6.3 19.4 4 2- 4 4 8.4 34 4 4. 2. 1 2.1 完 了

託麻 団地 〟 〟 1 7.5 4 3. 9. 4 2 7、5 3 0.6 4 3′～4 4 20 7,0 00 4 4ー 3.1 8 1 7.5 完 . 了
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也 施 法 施 諺 ォ 公 施 紘 換 地 処 分

備 考Li 行 分
行

面

可.

年
歩
共

用

行

年

事

業

公 年 処 面

名 者 演 秩 . 月

日
*
也

ォ
皮 費

月

告 日
分 積

棉 団 地 個人

条 項 h a 昭 % % 昭 千円 昭

1 工 区

h a

完 了3～ 1 4 0.4 4 4. 3.2 8 1 9.5 2 4.2 4 - 47 45 1.44 5
47. 5 . 27
2 ′′
44. ll. 8
3
45. 10 . 15

4 0.4

富 ケ 丘 組 合 3′) 2 4.5 44. 9. 3 3 3.1 3-2.1 4 4 5 44,750 4 5. ▼l 7 4.5 完 了

匡府 第 三 〟 〟 3.5 4 4. 9.1 8 2 8.7 2 2、2 4 4 6 25.00 0 4 6. 6.2 1 3.5 完 了

津 1ノ 浦 個人 3′} 1 6.5 4 5. 9.1 0 2 6.7 2 3、2 5～ 4 8 20 0,25 3 4 8. 1 2 6 6.5 完 了

武 蔵 ケ 丘 〟 〟 3 7.0 4 5.1 2.1 4 2 3.8 2 7.3 5~ ォ 66 0,00 0 4 8. 5. 2 3 7.0 完 了

鳥 ケ 江 組合 S～ 芝 4.0 4 6. 1.2 6 2 5.9 2 0.1 6～ 5 2 58.807 52. 9.2 0 4.0 完 了

戸 島南 台 〟 〟 4.2 4 6.l l. 8 2 2.4 2 1.5 6- 4 8 ー8.58 0 4 8.1 2. 1 42 完 了

出水 募 二 〟 〟 gJ8 4 8.1 0.1 6 2 4.8 2 1.1 8-- 5 1 278.47 8 5 1. 3. 4 9.8 完 了

出水 第 一 〟 〟 l l.9 4 8 1 2.1 4 2 4.2 2 5.8 8 - 52 385,377 5 2.1 0.2 8 l l.9
尭 了

水 前 寺 県 3～3 5.7 5 3. 9. 9 2 1、9 6 0.2 53′、60 2.748.381

南 部 第 一 a it 3 ～ 2 1 16.8 5 5. 8.l l 2 5.0 28.4 5 5~ 6 7,669,醐 )

佐 土 原 〟 〟 4.9 58. 8. 4 2 7‥1 2 2、7 5 8ノ、6 1 3 06.5 00 - 一 一

(2)土地利用転換計画策定事業実施地区

秋津第三地区　　　　転換予定区域　　1 1.0 ha C策定済)

健軍町山の神地区

八王寺地区

託麻北地区

島地区

城山上代地区

長嶺地区

龍田地区

/j、山地区

13.6ha (

〝　　　　　　1 2.3ha (　〝　)

30.0 ha (

′′　　　　　　1 9.4ha (　〝　)

1 1.2ha (

〝　　　　　　　20.0 ha (　〝　)

〝　　　　　　10.0 ha (策定中)

〝　　　　　　　27.0 ha (　〝　)

上記地区は、農地が大部分をしめているが、市街化区域内であり、スプロール化されつつあるため、都市

的土地利用と暫定的農業的土地利用との調整を図りつつ、計画的市街地の整備及び農業的経営の改善を進め

る農住塑土地利用転換計画策定事業を行っている.このうち上段7地区については計画策定が終わり事業化

を推進しており、八王寺地区及び城山上代地区は土地区画整理組合設立準備委員会が発足し、事業化に向け

て進んでいる。

(3)市街地再開発事業

市街地再開発事業は市街地の低層高密で不健全な土地利用による都市環境の低下に対処するため、建築物

を不燃高層化、公園、道路、駐車場等の公共施設を整備し、都市空間を確保する等、土地の合理的で健全な

高度利用と都市機能の更新をはかるものである。本市でも中心市街地、熊本駅周辺、唐人田澗辺等を予定地とし

てあげ、特に青緑駅周辺古わいては、将来本市西南部の発展の核となる重要な地域であり、すでに熊本駅前地区

においては、市街地再開発準備組合が設立されている。本市においても熊本駅前地区市街地再開発事業基本

計画を作成したが、さらに再開発事業を強力に推進するため、都市計画法その他の法的手続ができるよう積

極的にとりくんでいる。
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SBl　　】
(1)河川の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59.4.1現在)

河 川 名 級 別 川 幅 . 計 画 高 水 位
市 内

流 路 延長

市 内

流 域 面 積
地 点

白 川 1 2 1 6 .0 ‥m 7 .6 8 ヂ 2 6.1 m 1 3.8 2 Km
城 山 半 田 町 (入城 橋 下)

坪 井 川 2 2 5 .0 1 0 .5 7 9 1 8.5 3 4.0 0 手 職 本 町 (厩 橋 下)

井 芹 川 2 3 1.5 8 .3 1 5 7.0 1 5.0 0 横 手 町 (四 方池 橋 下)

松 尾 川 普 通 〔砂 防 〕 し(.4 .0) 1
I 3.3 2.8 3 松 尾 町 (普代 橋 下)

天 明 新 川 1 cm 〔(1 5.0)〕包3.4) (4 .4 8 0 ) 9.4 (2 .4 5 ) i a 9 0 (5.74) 八 幡 町 (国鉄 鉄 橋 下)

加 勢 川 1 1 5 5.0 6 .6 4 1 5.0 2 4 .5 1 画 図 町 大 字 下 無 田 ( 中 ノ 瀬橋 下 )

木 部 川 1 l l.0
- 5.0 2 .5 0 元 三 町 (さ か ば橋 下)

*5 111 1 2 5 5 .0 6 .2 9 1.7 0 .2 9 緑 川 橋 の土 手 の堰 の 下

秋 津 川 1 4 9.0 7 .3 2 6 3 .1 6.0 0 秋 津 町 (野 間橋 下 )

葦 器 堀韻
1 6.5 8 一3 3

8 .6

2.8 0 水 前 寺 公 園 鳥居 前

ti l l 琶 1 1 6.8 2 4 .7 5 5 .3 0 新 南部 町 ( 東 海 大学 嘉 )

木 山 川 1 5 5.0 7 .3 0 0 2 .5 0 .6 0 秋 津 町 (間 島橋 下 )

矢 形 川 1 5 9.0 7.1 0 3 0.8 0 .2 0 秋 津 町 (矢 形 橋 下 )

近 津 川 普 通 〔砂 防 〕 〔(6.0 )〕
- 3.3 1 .6 0 松 尾 町 本字 近 津 ( 鹿 島 神 社 前 )

前 川 (.* ) 4 .0 (4 .0) 1 23 5 色2 3 5) 2 .5 (0.7 5) 1 .7 5 託 園 町 ( 1 号 橋 下 )

小 山 田川 普 通 〔(2.0) 〕
- 2 .5 2 .0 0 麹 川 合流 点

s 2 Cs TO l 1 0 .4 9.3 0 3 3 .0 3 .1 0 島 崎 町 (麹 川 1 号 橋 下 )

健 軍 川 1 l l.6 7.5 0 l l.0 1 4 .6 0 神 水 本 町 (第 2 湖 東 橋 下 )

万 石 川 q =砂 防 ー 9 .4 1 5 .9 8 6 1.8 1 .9 1 清 水 亀 井 町 ( 清 水 橋 下 ) .

ft 1 〔(4.2) 〕
- 1.5 1 .5 8 東 野 4 丁 目 (糞 2 号 橋 下)

荒 谷 川 普 通 〔砂 防 〕 [ (3.5) 1
- 3.1 1.6 5 松 尾 川 合 流 点

平 川 普 通 〔砂 防 〕 9.0 6 .5 6 0 1.5 1.5 0 井 芹 川 合 流 点

谷 尾 崎 川 (準) 〔砂 防 〕 [(6.3 3 (l l.2) 3.5 0 0 3.4 (0.9 5 ) Z 5 0 井 芹 川 合 流 点

成 道 寺 川 普 通 〔(3.8)〕
- 2.4 8 1.3 7 井 芹 川 合 流 点

梶 川 普 通 ( (5.5)1
- 2.3 5 2.3 0 坪 井 6 丁 目 ( 熊本 中央 自動車 学 校 前 )

兎 令 川 2 〔砂防 〕 5.0 1 9 .6 7 1 1.6 5 1.7 0 清 水 町 大 字 万 石 ( 万 右 2 号 橋 下 )

(荏) (　)は準用河川指定区域〔 ( ) 〕は現況幅員〔　〕は砂防指定区域

(2)特別排水路

市民から都市排水について問題提起が多いことから、昭和5 1年度に行った市域(市街化区域)の現況調

査資料をもとに、都市小河川( 1、 2級河川)、準用河川、都市下水路および農業用排水路以外の排水施設

として、新たに「特別排水路整備事業」を推進している。

特別排水路整備事業は、現在そのまま放置できないかなり広範囲な排水不良地区を対象として昭和5 2年

度から整備を行っているものである。

ア　対象水路　花園、託麻、帯山、坪井、上熊本、長嶺、日向崎、高江、麻生田、田井島(水前寺、壷川一
束水前寺、倫木一新大江、佐土原、春日、田迎) 〔渡鹿、龍田〕計20本

イ　整備状況(昭和58年度末現在)
( )は整備未着手、〔 〕は完了済を示す

区 分 全 体 計 画 整 備 済 進 捗 率

延 長 ( m ) 4 0 ,0 6 0 1 7 ,2 0 3 4 2ー9 %

事 業 費 (千円 ) 8 ,4 3 1 ,3 5 6 4 3 3 .2 7 3
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6　下　　水　　道

下水道は市民が健康で決通夜生活を営むための必須の生活環境施設として位置づけられるとともに、近年大き

な社会問題となっている公共用水城の汚染を防止して、自然環境並びに水資源の保全を図るためのきわめて公共

性の高い施設であD、本市においても事業の最重要施策のひとつとして整備促進に努力しているo

本市における下水道事業は公共下水道と都市下水路であD、公共下水道については当初(昭和2 3年)都心部

2 7 8haについて認可を受け、その後事業の進捗にあわせ逐次変更認可にエD区域の拡大を重ね、現在の認可区

域面積は5,2 5 6ha (武蔵ケ丘団地市域分3 7haを含む)で、その完成目標は昭和6 7年度末としている。

現在は、昭和5 6年匿を初年度とする第5次下水道整備5カ年計画の中で事業を促進中であり、昭和5 8年度

末の処理区域面積は2,3 5声haとなっていもo

都市下水路については、主として市街地内の雨水排除を目的として状況に応じて計画、施行を行っているO

公共下水道

の　認可区　域

花畑ポンプ場　J I

△花岡山
島崎ポンプ場

㊦平田ポンプ場

ゆJ I l尻下水処理場

大波ポンプ場
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(1)事業計画　　事業認可年月日　　昭和23年1 2月1 5日

着工年月　日　　昭和23年　4月　1日

完工年月　日　　昭和68年　3月31日

排　除　方　式　　合流式、分流式 (昭59.3.31現在)

区 分 翠 可 仏 ) 実 施 済 (B )
進 捗 率

B /′A (%

総 事 業

処 理 面 積 Ch a ) 5 ,2 5 6 2 ,3 5 8 4 4 .9

処 理 人 口 ( 人 ) 3 4 4 .5 0 0 2 1 7 ,8 0 0 6 3 .2

管 き よ 延 長 ( m ) 2 ,1 9 7 ,3 0 0 5 7 3 ,6 0 0 2 6 .1

汚 水 ポ ン プ場 (カ所) 2 0 l l 5 5 .0

雨 水 〝 ( 〟 ) 5 4 8 0 .0

終 末 処 理 場 5 3 6 0 .0

轟 業 費 ( 千円ー 1 6 7 ,6 7 8 .4 3 7 5 7 .7 5 8 .9 0 4

国 庫 補 助 ( 〟 ) 7 5 ,0 9 3 ,5 0 9 2 0 ,1 9 2 ,5 1 4

県 費 補 助 ( 〟 ) 0 0

市 費 そ の 他 ( 〟 ) l l ,5 6 5 ,9 8 8 5 ,6 7 9 ,6 1 0

市 債 ( 〟 ) 8 1 ,0 1 8ー9 4 0 3 1 ,8 8 6 ,7 8 0

連 台 寺 処 理 区

処 理 面 積 ( h a ) 1,3 5 3 1 ,0 6 1 7 8 .4

処 理 人 口 ( 人 ) 9 3 ,4 0 0 1 0 8 ,9 0 0 1 1 6 ▼6

( 城 東 花 園 城 山 管 き よ 延 長 ( m ) 3 7 7 ,9 0 0 2 5 1 ,8 0 0 6 6 .6

春 竹 処 理分 区 ) 中 継 ポ ン プ場 (カ所 ) 3 ・-) 6 6 .7

雨 水 〝 ( 〟 ) 4 4 1 0 0

秋 津 処 理 区

処 理 面 積 ( h a ) 2 ,6 1 5 1 ,2 6 0 4 8 .2

処 理 人 口 ( 人 ) 1 6 7 ,3 0 0 1 0 3 .9 0 0 6 2 .1

( 東 町 健 軍 水 前 管 き よ 延 長 ( m ) 1,1 5 6 ,4 0 0 3 0 6 ,4 0 0 2 6 .5

寺 画 図処 理分 区 ) 中 継 ポ ン プ場 (カ所 ) 1 3 8 6 1 .5

雨 水 〝 ( 〟 ) - -

川 尻 処 理 区

処 理 面 積 ( h a ) 6 3 1 0 0

処 理 人 口 ( 人 ) 3 8 .4 0 0 0 0

( 春 竹 近 見処 理 分 区 )
管 き よ 延 長 ( m ) 2 5 5 ,2 0 0 2 ,2 0 0 0 .9

中 継 ポ ン プ 場 (カ所) 3 1 3 3 .3

雨 水 〝 ( 〟 ) 1 0 0

小 島 処 理 区

( 花 園 城 山処 理 分 区 )

処 理 面 積 ( h a ) 1 1 7 0 0

処 理 人 口 ( 人 ) 7,0 0 0 0 0 一

管 き よ 延 長 ( m )

中 継 ポ / ブ 場 (カ所)

雨 水 〝 ( 〟 )

8 7 ,2 0 0 0 0

武 蔵 ケ 丘 団 地

処 理 面 積 ( h a ) 3 7 3 7 1 0 0

処 理 人 口 ( 人 ) 6 ,6 0 0 5 ,0 0 0 7 5 .7

処 理 区 管 き よ 延 長 ( m ) 1 3 .2 0 0 1 3 ,2 0 0 1 0 0

( 市 域分 の み ) 中継 ポ ン プ場 (カ所 )

雨 水 〝 ( 〟 ).

北 部 流 域 関 連

処 理 区

( 堀川 浦 田 清 水

処 理 面 積 ( h a )

処 理 人 口 ( 人 )

管 き よ 延 長 ( m )

5 0 3

3 1 ,8 0 0

3 0 7 ,4 0 0

処理 分 区 ) 中 継 ポ ン プ場 (カ所 )

雨 水 〝 ( 〟 )

1

行政区域人口に対する進捗率(昭59. 3. 31現在)

行 政 区 域 人 口 処 理 人 口 進 捗 率

5 4 4 , 3 3 4 人 2 1 7 , 8 0 0 人 4 0 .0 %
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(2)下水道使用料増悪昌g葦3^2
AM冒呂莞)

種 類

使 用 料

基本料金

従 量 料 . 金

第 1 段 第 2 段 第 3 段 第 4 段 第 5 段

水道水

一般家庭用及

8 m8以 下

1 5 0 円

9 m3以 上 . 1 1 m s以 2 1 I㌔以 5 1 nf以 2 0 1

1 0 以 J - 2 0 m 3 上 5 0 m3 上 2 0 0 以 上

l rf につ き

び営業用汚水

( 爪衆浴場用

下 以下 以下 m S以 下

による 二∠ヾ
汚水を除 く0)

1 m8につ き 1 ∫刺こつき 1 m Sにつ き 1 m Sにつ き
汚 水 2 0 由 2 5 円 3 0 円 3 5 円 4 0 円

公衆浴場用汚
水

1 maにつ き 5 円 .

水道水

以外の

水によ

一般家庭用汚
汰

1 世帯につ き 1 5 0 円

営 業 用 汚 水

2,0 0 0 止以下

1 m 3につ き 1 5 円

2,0 0 1 以上 5,0 0 0 止以下

(公衆浴場用 1 Iがにつき 3 0 円

る汚水 汚水を除く。) 5,0 0 1 : 以上
1 I刺 こつき 4 0 円

公衆浴場用汚
汰

1 m3につ き 5 円

公衆浴場用汚水とは、公衆浴場入浴料金の統制飯の指定等に関する省令(昭和3 2年厚生省令第
3 8号)に基づき熊本県知事が定める公衆浴場入浴料金の統制額の指定の通用を受けるものから
排除された汚水をいう。

j、規 模 下 水道 使 用料

種 類

使 用 料

基本料金

& ft &

第 1 段 第 2 段 第 3 段 第 4 段 第 5 段

班

津

潤

団

也

水道水によ る汚水

8 m3以 下

1 0 0 円

9 m 3以上 1 l m1以 2 1 nf以 5 1 nfjy . 2 0 1 m a

1 0 ma以

下 1 m 3に
_L 2 0
以 下 1 m 8

上 5 0 m 3

以 下 l m a

上 2 0 0
㌦以 下 1

以 上

つ き

1 0 円

につ き

1 5 円

につ き

2 0 円

諺につ き 、

2 5 円 3 0 円

水道水以

外の水に

一 般家庭 .

用 汚 水
1 世帯 につ き 1 0 0 円

営 業 用

汚 水

2,0 0 0 m 3以 下 l I刺 こつ き 1 0 円

よ る汚水 2,0 0 1 m 3以 上 5 ,0 0 0 m 8以 .下 1 m 8につ き 2 0 円

5,0 0 1 m 3以 上 1 m3に つ き 3 0 円

棉

m

也

水 道 水 によ る汚水
熊本市下水道条例別表 の規定中水道水 によ る汚水 に係 る使用 料の規 定の例

によ り算定 した額

水 道 水以 外 の水 に 熊本市下水道条例別表の規定中水道水以外の水によ る汚水に係 る使用料の

よ る汚水 規定の例によ り算定 した額

徴収方法　水道水　水道局へ調定金額の9%で徴収委託( 5 8年度委託料43,263,038円)
井戸水-　株式会社肥後集金センター.、収納した納入通知書1件当たり9 5円で徴灰委託

( 5 8年度委託料1,310,220円)
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・3,受益者負担金(雷雲:冒芸12」1

8J3呂㌶孟宗)

受益者の負担金額 末端管きょ事業費×吉
×　賦課区域内の受益者の土地面積

負担区域総面積× 0.8

単位負担金額　11才当たり　200円

徴　収　方　法　　原則として一括納付、ただし、受益者が分割納付を申し出た場合は、

3年間の1 2回分割

(4)水洗便所普及状況及び貸付金

種 別

年 度

処 理 人 口
処 理 戸 数

( 世 帯 )

水洗 便 所 設置

戸 数
水 洗便 所 人 口 普 及 率 (% )

4 2 ~ 5 4 1 6 8 .1 0 0 4 8 .0 2 8 4 1 ,3 1 8 1 4 4 .6 1 5

8 5 .2

5 5 1 0 .5 0 0 3 .0 0 0 3 .3 6 3 l l ,7 7 0

5 6 1 0 ,8 0 0 3 .0 8 5 2 ,8 0 7 9 .8 2 4

5 7 1 6 ,6 0 0 4 .7 4 2 2 ,2 4 6 7 ,8 6 1

5 8 l l ,8 0 0 4 ,0 6 8 3 ,9 7 7 l l,5 3 2

計 2 1 7 ,8 0 0 6 2 .9 2 3 5 3 ,7 1 1 1 8 5 ,6 0 2

貸付金額1戸につき1 86,000円以内

貸付期間　30カ月

返還方法　無利子、 3 0カ月以内の月賦均等償還

貸付条件　o市内居住者

o返済能力のあるもの

o市税を滞納していをいもの

o保証人1人

貸付金　　(昭43.1貸付開始)

種別

年度

貸 付個 所 数 」 SB

4 2 ~ 5 4
1 8.9 7 6 カ所 1,5 7 8 .6 6 ^ "円

5 5 1,1 2 8 1 7 9,9 8 4

5 6 9 8 9 1 6 4 ,2 6 6

5 7 1,0 9 2 1 8 5,9 7 6

5 8 1,2 4 9 2 1 7,7 5 9

計 2 3,4 3 4 2 ,3 2 6,6 4 7

-228-



(5)終末処理場

種 別

処 理場名

処 理 面 積 処 理 人 口 敷地面積
処理能力水量

( 日最大 )
処 理 方 式

蓮台寺 下水処理場

計画 1,3 5 3 h a 9 3.4 0 0 人 nf
93 ,9 0 0 1 4 5.8 0 0 "^ 0 標準活性汚泥法

実績 1,0 6 1 1 0 8.9 0 0 9 3,9 0 0 9 0 ,0 0 0 〟

秋 津 下 水 処 理場
計画 2,6 1 5 1 6 7,3 0 0 1 2 0 ,4 0 0 1 52 ,0 0 0 〟

実績 1,2 6 0 1 0 3.9 0 0 1乞0,4 0 0 7 0 ,0 0 0 〟

川 尻 下 水 処 二埋場 .
計画 6 3 1 3 8 .4 0 0 1 2 3 ,0 0 0 4 1,3 0 0 ′′

実績 0 0 1 2 3 ,0 0 0 0 〟

小 島 下 水 処 理場
計画 1 1 7 7,0 0 0 1 1 5,7 0 0 5,3 0 0 〟

M m . 0 0 1 15,7 0 0 0 〟

武 蔵 ケ 丘 団 地

下 水 処 理 場

計画 6 3 (円市分 3 7 ) 2 β00 (円市分6β00 ) 4 ,0 0 0 3 ,0 0 0 〟

実績 6 3 (円両分3 7 ) 0 4 00 (円市分5,00 0 ) 4 ,0 0 0 3 ,0 0 0 〟

i.b 部 流 域 関 連

処 理 場

計画 5 0 3 3 1,8 0 0 - - -

is - - - - -

名　　称　蓮台寺下水処理場

所　在　地　　熊本市蓮台寺町920番地

建設年月日　　昭39.9-59.3 (昭4 3.1.6運転開始)

建　設　費　　総額　9,714,277千円

名　　　称　　川尻下水処理場

所　在　地　　熊本市元三町字江口1230番地

建設年月日　　昭5 6.4-6 2.3 (昭62.4運転開始予定)

建　設　費　　総額　　5,358,2&1千円

名　　　称　　武蔵ケ丘団地下水処理場

所　在　地　　菊池郡菊陽町津久礼3951番地4

建設年月日　　昭46-59.3 (昭48.4.5運転開始)

建　設　費　　総額　220,191千円

(6)都市下水路

秋津下水処理場

熊本市秋津町秋田5 3 4番地

昭45.8-59.3 (昭47.12.1運転開始)

総額　5,789,891千円

小島下水処理場

熊本市沖新町字白川尻4 944番地3

昭5 7.3-68.3 (昭68.4運転開始予定)

総額　902,263千円

水 路 名 延 長 排 水 面 積 備 考

高 橋 下 水 路 7 7 9 ' 1 5 9
3 3 ~ 3 5 年度 事 業 完 了

旧 井 芹 川 〝 9 1 8 4 1 3 .5 ′、3 7 〝

春 日 〝 1,3 1 7 6 3 3 4 - 3 7

秋 津 〝 1,4 6 3 8 5 3 8 ~ 4 1

帯 山 〝 1,4 7 4 7 6 3 9 - 4 1

出 水 〟 1,3 7 0 4 1 4 2 ′、4 6 〝

段 山 〝 4 6 7 3 8 4 5 ~ 4 8

新 南 部 〝 6 6 8 4 3 4 6 ′、4 8 〝

山 ノ 下 〝 1,0 5 8 5 7 4 8 ~ 5 6 〝

湖 東 〝 9 8 3 7 7 4 7 ~ 5 6 〝

秋 津 〝 2 ,4 1 0 2 2 8 5 0 ~ 5 6

竜 田 〝 8 3 0 9 5 5 5 ～ 5 9 事業 実施 中

月 出 〝 2 ,0 0 0 8 1 5 5 - 6 1 〝

上 熊 本 〝 9 3 0 1 1 0 5 7 ~ 6 2
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(7)共同排水設備助成金

公共下水道処理区域内で管きょが布設されをVl私道に共同で排水設備を設置する場合、 1 5 mを超えた設

備費用の3分の2以内を助成するもの。

^m3　件

o　設置場所が公共ますから1 5m以上離れていること.

o　利用可能戸数が2戸以上あD、設置後その2分の1を超える家が水洗化するもの

o　土地所有者が設置に同意していること

o　布設された管きよの維持管理は申請者の負抱で行うこと

イ　助成状況(昭和4 7年度助成開始)

年度 種別
申 請 件 数 助 成 金 額

5 4
8 件 3 ,7 1 3,5 0 0 円

5 5 9 2 ,3 2 9,3 0 0

5 6 6 3 ,5 9 5,9 0 0

5 7 1 2 2 ,1 4 6,7 0 0

5 8 3 3 8 .7 3 5 ,7 0 0
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7　市　営　住　宅

(1)住宅建設状況

ア　総　括

種別

年 度
1 種 2 種 特 定 日 的 合 計

2 0 5 4
3 ,6 3 5 3,2 1 5 1,2 2 0 8,0 7 0

( 2 β 8 2 ) ( 2 ,5 2 1 ) ( 1.1 3 4 ) ( 6 .5 3 7 )

5 5
1 3 0 4 0 1 1 5 2 8 5

( 1 3 0 ) ( 4 0 ) ( 1 1 5 ) ( 2 8 5 )

5 6
1 2 0 2 2 8 6 5 4 1 3

( 1 2 0 ) ( 2 2 8 ) ( 6 5 ) ( 4 1 3 )

5 7
1 7 1 1 9 6 6 3 4 3 0

( 1 7 1 ) ( 1 9 6 ) ( 6 3 ) ( 4 3 0 )

5 8
1 1 8 1 1 4 0 2 3 2

( 1 1 8 ) ( 1 1 4 ) ( 0 ) ( 2 3 2 )

計 4,1 7 4 3,7 9 3 1,4 6 3 9,4 3 0

( 3,4 2 1 ) ( 3,0 9 9 ) ( 1,3 7 7 ) ( 7,8 9 7 )

(注) (　　)の数字は管理戸数を示す
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イ　第1種住宅

種 別

年 度

木 造 中 層 耐 火 簡 耐 平 屋 簡 耐 2 階 計

申 込 者

倍 率

(平 均 )3 15: 管 理 建 設 <g w a IS: 管 理 建 設 管 理 建 設 管 理

2 0 - 5 4 8 5 5 1 8 6 1」1 9 1 9 1 9 5 8 2 5 1 4 2 7 9 2 6 3 ‥3β3 5 2 ,8 8 2 3 6β7 1

5 5 1 3 0 1 3 0 1 3 0 1 3 0 2 1 8 1 .6 7

5 6 1 2 0 1 2 0 1 2 0 12 0 2 3 6 1 .9 6

5 7 1 7 1 1 7 1 1 7 1 1 7 1 4 0 1 2 .3 4

5 8 1 1 8 1 1 8 1 1 8 1 1 8 2 0 7 1 .7 5

計 8 5 5 1 8 6 2 ,4 5 8 2 4 5 8 5 8 2 5 1 4 2 7 9 2 6 3 4 ,1 7 4 3 ,4 2 1 3 7 ,7 3 3

ウ　第2種住宅

種 別

年 度

木 造 中 層 耐 火 簡 耐 平 屋 簡 耐 2 階 計

申 込 者

倍 率

(平 均)si s 管 理 建 設 管 理 SI S 管 理 I S 管 理 I S 管 理

2 0 - 5 4 1 ,2 4 0 5 8 6 9 6 8
9 6 8 6 9 7 6 5 7 3 1 0 3 1 0 3 ,2 1 5 2 ,5 2 1 1 9 9 1 1

5 5 4 0 4 0 4 0 4 0 2 0 7 9 .0 0

5 6 2 2 8 2 2 8 2 2 8 2 2 8 4 2 9 1 .8 8

5 7 1 9 6 1 9 6 19 6 1 9 6 1 ,0 4 6 5 .3 3

5 8 1 1 4 1 1 4 1 1 4 1 1 4 2 5 9 2 2 1

計 1 ,2 4 0 5 8 6 1,5 4 6 1,5 4 6 6 9 7 6 5 7 3 1 0 3 1 0 3 ,7 9 3 3 ,0 9 9 2 1,8 5 2

エ　特定日的

種 別

年 度

木 造 中 層 耐 火 簡 耐 平 屋 簡 耐 2 階 計

2 0 ~ 5 4 5 8 9 7 3 7 9 2 4 1 ,1 3 4

5 5 1 1 5 1 1 5

5 6 6 5 6 5

5 7 6 3 6 3

5 8 0 0

計 5 8 1 ,2 1 6 7 9 2 4 1 ,3 7 7

(注)改良住宅を含む
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(2)団地別管理戸数

ア　第1 ・第2種住宅

(昭59. 4. 1環在)

田 地 毛 所 在 地

建
設
年
皮

$ i a 小

計

第 2 種 小

計

毒盆

計

i^ ^ ^ ^ m

木

造

中

局

簡

酎

辛

ffi

耐

そ

の

他

木

追

中

層

簡

耐

辛

簡

耐

そ

の

他

1 種 2 種

東 本 町 東 本 町 8 二、 1 0 ォ~ - 52 108 108 a) 3) 128

円

14,000へ l駈㈱

P )

16 J鵬

灰 塚 尾 ノ上 1 丁 目 1 9 3 5 36 - 37 .16 36 3 6 3-5∝ト 3r 8伽

出 水 水前 寺 公 園 7 5 - 8 8 8 27 - 31 114 37 8 15 9 15 9 3,6 00- 5,淵】

菅 原 菅原 町 4 . 5 、 1 0 - 1 3 2-̂ 35 93 9 3 9 3 3 ,6 00- 5 ,灘0

渡 鹿 渡 鹿 4 丁 目 1 6 - 1 7 .、7 丁目 3 - 1 -4 - 1 30 - 3 1 12 24 3 6 6 16 2 2 5& 3,400 - 3,棚 1.7 00

太 荘 太荘 5 丁 目 2 2 7 - 1 3 6- 3 7 48 48 48 6,4㈱ - 6.500

田 子 原 島 崎 5 丁 目 2 5 53 - 5 4 12 12 54 54 66 25.〔柵) l8,帆 - 20.0仙}

荒 尾 島 崎 7 丁 目 1 4 8 3 ~ 1 5 2 3 3 3 9 16 5 加 班 45 3-4恥 - 3.500 1.90 0

石 神 Cr ) 島 崎 3 丁 目 8 0 - 1 29 16 16 16 4-洲 )

宮 内 段 山本 町 5 2 30 1 1 1 lI 8帥

花 園上 の原 花 園 5 丁 目8 9 0 28 軸 的 60 1, 70氾

ォ 花 園 6 丁 目1 0 4 9 - 1 0 9 2 28へ3 3 19 12 10 4 1 IK I N 155 3 .30 0~ 3.5伽 1.700

中 岸 花 園 6 丁 目 1 1 6 0 41-^ 4 2 a ) 20 . 20 . 3 -馳0 ~ 4.㈱

池 田 上 ノ原 池 田 2 丁 目 9 4 0 -ー 9 4 3 29 37 37 3 7 1.70的

上 岩 迫 池 田 2 丁 目 1 2 1 0 31 14 H 15 16 31 4 5 ¥ m i.7伽 - 1.9㈱

山 の 下 池 田 2 丁 目 1 5 ~ 5 7 32 J、ぷ 湘 5 7 87 8 7 1.700 -̂ -2,0…)

井 場 の 下 池 田 2 丁 目 9 9 9 -̂ 1 0 7 1 36 ll ll 3 2 32 4 3 U l氾 :.m

黒 髪 黒髪 4 丁 目 3 6 2 28 36 36 3 6 1,細

半 田 城 山半 田町 1 7 4 1- 42 5 4 54 5 4 3.01帥 - 3.7 M

簿 場 薄場 町 5 1 0 35 - 36 9 16 25 36 20 56 81 3,600 - 4 ,1(1) 2. 1榊 - 2.7 C氾

八 幡 八幡 町 5 1 0 5 1^ 52 54 54 76 76 130 21.000 15.抑 ト17;脚)

m m 御幸 笛 田町 1 7 8 9 53 ~ - 54 印 60 60 18鵬 i.0 00

高 橋 高橋 町 2 6 2 ^ 2 6 9 30 . 6 6 6 1.80 0

帯 山 保 田鐘 本町 2 9 3 - l l 32 - 3 4 30 30 30 1.90 0

拝 空 奄 . 清 水町 大字 万 石 1 ~ 2 9 か 15 15 馳 P 65 3.300 1,70泊

万 石 清 水町 大 字万 石 2 7 9 ~ - 3 2 5 32 ~ 33 36 21 57 57 3.40拍～ 3.細

亀 井 清 水亀 井町 7 6 4 35 15 初 35 1 2 12 47 3-6仰 - 3,700 2. 10抽

高 平 清 水町 大 字高 平 3 9 1 38 - 4 1 g i 78 174 174 5.000 ~ 5,ォ 1

新 地 清 水町 大 字新 地 1 9 1 7 3 7- 4 8 46 23$ 24 3鵬 6 1 4 3 3 也 3 66 674 1+(価 - i 2M 2, 500 ^ 7,品伽

北 上 上 南部 町 1 2 7 9 39~ 4 2 18 18 16 26 42 60 4J5㈱ 2J 8帆 - 3 .100

託 麻 西 原 2 - 4 - 1 ・新 南 部 町 3 3 41- 4 3 72 84 12 168 1【格 60 168 コ駈 4-8舶～ 7.加 3 ,30の - 5.400

弓 削 龍田町 弓 削 5 9 1 - 5 9 3 28 6 6 6 i .re柏

堂 の 前 龍 田 町上 立 田 9 1 2 ー 5 3i 56 56 56 2 .700

権 W I T @ ~ 5 T i 43~ 47 572 29 78 679 3鵬 65 186 557 1,236 6, 400~ 9′(伽 4 I8伽 - 7. 50 1

東 町 東 町 2 - 1 7 4& 1印 150 印 60 2 10 9- 5㈱ TI湘

武 蔵 ケ 丘 武 蔵 ケ 丘 2 丁 目 4 0 48 恥 80 80 12.000

野 趣 甫 高 江 町 2 2 3 3 49 - 52 2細 280 158 158 43S 16,K Kh 2 1tt K) 12上欄i~ 16M 0

ft m 長 嶺 町 2 1 7 8 50 一、51 l馳 150 120 120 27 0 18ー(伽 、12 300 ~ 13JB仰

琴 平 琴平 太 町 4 53 調 3 0 55 55 8 5 26.(価 2a m

長 嶺 西 長嶺 町 2 3 3 1 53 60 6 0 6 0 25 .0∝-

横 棒 高江 町 1 2 5 0 - 3 0 54 55 55 55 2 1.000

粟 ノ 内 高江 町 1 3 3 9 54 l訓 l湘 40 40 170 28 (伽 2 1.帆

大 建 清 水町 大字 大 建 2 6 1 55 - 56 60 60 g ) 9 0 150 30I印0 2 2,㈱

野 田 野 田町 3 3 1 - 1 55 ~ 56 60 6【, 60 6 0 120 3Q (価 2 2,0伽

田 迎 田迎 町 大字 出 仲間 7 3 3 5 5 - 56 78 7 8 73 2 2.C桝)

尾 ノ 上 尾 ノ上 1 丁 目 2 9 、 1 9 5 6~ 57 55 5 5 55 j S 110 32-脚 ) 2 4.(価

小 島 小 島下 町 5 3 1 56 ~ 5? a ) 20 d 40 印 32-㈱ 2 4.M O

ア. ' a 龍 田町 弓 削 1 6 0 皇 56 - 57 25 25 64 6 4 89 32 ,(榔 2 4.(価

上 ノ 郷 上 ノ界 町 4 7 1 57 56 56 20 20 76 32 .0帆 2 4J卿

節 南 部 新 南部 町 5 1 2 57 . 15 15 ll 17 32 32 ,ォ伽 2 4.(伽

戸 島 戸 島町 3 1 7 3、 3 1 7 8 57 - 5 8 45 6 叫 9 ) 15 34.0仙 26-仰 )

城 南 甫 高 江町 2 7 3 7 57 ~ 5 8 15 15 加 24 3 9 34.0鵬 26,0伽

大 江 大 江 4 丁 目 1 5ー3 7 58 . 20 初 P a) 3 7.0i脚

東 尾 ノ 上 尾 ノ上 2 丁 目 2 4 58 38 31 37.00氾

計 1痢 2. 453 514 239 2l4 3.42 5* 1.546 SS7 310 3 .099 6.2 0
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イ　特定日的住宅(第2種住宅)

団 . 地 名 所 在 地

a

設

年

皮

構 造 別 特 定 日 的 内 訳

家 貴
木

造

中

層

簡

耐

辛

簡

柄 計

引

揚

者

低

*

s

母

千

吹

良

身

障

老

人

也
域
吹

善
向

峠 花 園 6 丁 目 1 0 4 9 - 1 2 8 18 1 8 18

円

460

井 場 の 下 .池 田 2 丁目 1 0 3 7 3 8 15 1 5 1 0 5 1,16 5-- 23 30

新 町 新町 4 丁 目 9 - 2 4 2 24 2 4 2 4 u o o

辛 . 田 城 山半 田町 1 7 4 1~ 4 ! 3 2 3 2 2 8 4 1,10 0- 2J600

高 橋 高橋町 2 2 0 2 5 - 3 6 10 1 0 6 4 400- 1,000

新 地 清水町大字新地 1 9 1 7 3 8~ 4 8 15 46 3 1 9 2 5 6 18 10 8 9 5 0- 7,8 00

若 葉 ォfォ 2 T I 5 5 3 7一、4 0 15 9 15 9 15g 12 00

栄
栄町 1 9 ~ 2 1

若葉 3 丁 目7 - 1 6、7 - 2 2
3 8~ 4 2 162 16 2 162 12 00

宇 留 毛 黒髪 6 丁 目5 1 1 4 4~ 4 5 80 8 0 80 2,2 00

棉 桶 1 丁 目～ 5 丁 目 4 3.、4 6 40 16 24 8 0 45 15 1 0 1 0 1,9 00- 5J 00

川 大江町宮有 無番地 4 7 80 80 80 4,0 00

尾 ノ 上 尾 ノ上 1 丁 目1 9 4 l̀ 4 8 80 8 0 20 60 42 00

野 趣 南 高江 町 2 2 3 3 4 9~ 5 2 82 8 2 38 9 1 8 17 6.5 00- 1̂4∫-0 0

本 山 本 山町官有無番地 5 0 30 3 0 3 0 5β00～ 8,0 0 0

長 嶺 長嶺町 2 1 7 8 5 0-、5 1 30 3 0 14 5 6 5 7.0 00- 13^ 0 0

南 熊 本 南熊本 1 丁 目9 5 2 21 2 1 2 1 8,0 00

本 荘 東 本荘 2 丁 目6 5 2 61 6 1 6 1 8,0 00

琴 平 琴 平本町 4 5 3 36 36 2 0 5 6 5 1 0j0 0(K 20,00 0

- * * 二 本木 4 丁 目 1 5 3 42 42 4 2 141)00

九品寺第 1 九品寺 5 丁 目1 0 5 4 5 0 5 0 5 0 8,000

九品寺第 2 九品寺 5 丁 目 1 4 5 4 3 5 3 5
-

3 5 8,000

栗 ノ 内 高 江町 1 3 3 9 5 4 3 0 3 0 9 9 - 6 6 10,500へ.2 1β00

野 田 野 田町 3 3 1 - 1 5 5へ′5 6 3 0 3 0 5 9 10 6 2 2.0 00

萩 原 萩原町 9 5 6 ~ 5 7 5 0 5 0 、50 8,0 00

上 ノ 龍田町 弓削 1 6 0 2 5 6 ~ 5 7 3 0 3 0 5 9 10 6 12JD00-- 24J000

新 南 部 新南部町 5 1 2 5 7 18 1 8 6 6 6 2 4,0 00

計 58 L21 6 7 9 2 4 13 77 24 27 8 9 4 6 13 8 2 6 9 21 7

(3)住宅使用料
ア　種　最~最種別最高最低一覧 ( 単位 円 )

区分

種別

木 造 中 層 耐 火 簡 耐 平 屋 簡 耐 2 階

最 高 最 低 最 高 最 低 最 高 最 低 最 高 最 低

sb i m 4 ,6 0 0 3,3 0 0 3 7 ,0 0 0 5,3 0 0 6,4 0 0 3,5 0 0 7,6 0 0 4 ,1 0 0

第 2 種 3,0 0 0 1,7 0 0 2 6,0 0 0 6,2 0 0 4,8 0 0 1,7 0 0 5,8 0 0 1,7 0 0

特 定 日 的 2 ,3 3 0 4 0 0 2 4 ,0 0 0 1,2 0 0 3,7 0 0 9 5 0 4 ,6 0 0 2 ,3 0 0

イ　入居者の基準収入及び割増賃料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

ri v i
基 . 準 収 入 収入 超過 基 準 額 割 増 賃料 の 率

慕 l 種 8 7 ∫)0 0'を超 え 14 1,0 0 0‥以 下
1 5 3 0 0 0 -を超え1 7 8 ,0 0 0 以 下 0.2 倍

1 7 80 0 0 を超え る場合 0.4

第 2 種 8 7 jOO O i以 下

9 5,0 0 0 を超え 1 5 3 0 0 0 以 下 0.3

153 ,0 00 を超え 1 7 8 0 0 0 以 下 0.5

1 7 8,0 0 0を起 える場合 0.8
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ウ　収納状況 (昭和58年度)
区分

種 別
調 定 額 収 入 済 額 未 収 額 収 入 率

第 1 種 4 7 9 ,8 2 2,3 5 0 円 4 6 5,8 1 8 ,1 8 0 円 1 4 ,0 0 4 ,1 7 0 円 9 7 .0 8 '

第 2 種 3 4 5,8 0 3,5 2 0 3 2 8,7 9 0 ,3 9 0 1 7,0 1 3 ,1 3 0 9 5 .0 8

特 定 日 的 9 5,6 0 2,6 6 0 8 6,5 1 1 ,1 5 0 9,0 9 1 ,5 1 0 9 0 .4 9

汁 9 2 1 ,2 2 8,5 3 0 8 8 1,1 1 9 ,7 2 0 4 0,1 0 8 ,8 1 0 9 5 .6 4

過 年 度 8 1β 0 4,6 6 0 1 6,2 4 5 ,5 1 2 6 4 ,9 5 9 ,1 4 8 2 0 .0 0

合 計 1,0 0 2,4 3 3,1 9 0 8 9 7,3 6 5,2 3 2 1 0 5 ,0 6 7 ,9 5 8 8 9 .5 1

8　住　宅　協　会(昭和31年7月5日設立)

建設状況

種別

皮

賃 貸 住 宅 分 譲 住 宅 宅 地 分 譲

団地名建設戸数 申込者数 倍率 団 地 毛 建設戸数 申込者数 倍率 団地名 覆面義 申込者数 倍 率

3 1

～

4 0
1 9 2 1.1 1 6 3 9 6 1,9 3 0 1 8 0 7 4 9

4 1 託 麻 7 0 3 1 9 4.5 6

4 2 託 麻 9 0 5 2 3 5.8 0

4 3 棉 9 3 5 8 1 6.2 4 琳 (毛穣一 2 0 1,0 5 5 5 2.7 5

4 4 棉 1 0 0 1 7 7 1.7 7 席 ㈱ 1 9 0 2,8 0 1 1 4.7 4

4 5 m 8 0 1 9 3 2.4 1 託肺( 2 0 8 2 4 4 8.4 7

4 6 帯 山 2 4 1 1 6 4.8 3

託麻

t- ォfl

棉

1 0 6 2 1.2 0

万烏本県住宅供給公社へ

5 0 区画譲渡

4 7

柄

(宅債)

(その他

2′、

1 9

6 6 2

1 9

3 3.1 0

4 8
Ii13

(& * )
(2 4)

4 9

柄

(「般)

(そのイめ

野趣

7

1

市営住

1 3,0 8

1,4 5 …-

宅用地と

4.1 lrf を

2 0 7.4

して

市へ譲渡

5 0 野趣
市営住宅用地として

8,0 9 8.4 6irfを市へ譲渡

5 2 野越
市営住宅用地として

1 2,9 9 7.6 3Iがを市へ譲渡

5 3 琴平
市営住宅用地として

9,6 0 5.0 lrf を市へ譲渡

5 4 弓 削 5 0 7 0 7 14.1 4

長嶺第 2

九品専窮2

日書第 1

市営住宅用地 として

3,33 4.4 31がを市へ譲渡
市営住宅用地として

l,7 20.46 iがを市へ譲渡
市営住宅用地として

12,09 4.65eガを市へ譲

5 5 弓 削 5 0 2 0 9 4.1 8 大 窪
市営住宅用地として

12,97 9.19m 1を市へ譲渡

5 6 弓 削 5 0 2 2 3 4.4 6 野 田
市営住宅用地として

8,5 8 7.2 7 m 1を市へ譲渡

5 7 上 ノ 窪
市営住宅用地として

1 0,48 4.6 4 irf を市へ譲渡

5 8 下 南 部 市営住宅用地として

1 7,08 0.9 9 rf を市へ譲渡



9　道　　路

(1)市域内道路

種 別
it g 砂 利 道 . 計 舗 装 率

延 長 . 面 積 . 延 長 面 積 延 長 面 積 延 長 面 積

国 道
m nf m nf

m nil % %
39,000 90 7,50 7 0 0 39 ,00 0 907 ,5 07 10 0 10 0

県 道 156,1 10 503 156,613 9 9.67

主要地方道 43か18 17 7 44 ,09 5 9 9.6 0

一 般 県 道 112ユ92 3 26 1 12,518 9 9.7 1

市 道 1,242 ,247 5,2 64,16 4 480万93 1,325,170 1,7 22 ,840 6,589 ,3 34 72 .1 79 .9

(注)　国道・県道は57年度末

市道は58年度末現在における認定供用開始分

(2)市　　道

ア　概　要

九州の中央部に位置する本市は.九州の交通網の中心として要衝的位置にあれ市城内に国道3号線及

び5 7号線並びに県道3 4路線が主要幹線道路として放射線状に走っている。

これらを補完して路線数6,8 77本、総延長約1,7 2 2Kmの市道が市内を網羅している。

市道の整備状況について見ると、市域内の国道及び県道の舗装率は、それぞれ1 0 0%、 9 9.6%とそ

のほとんどが舗装されているが、市道については.延長率で7 2.1' 、面積率では7 9.9%と低く、早急

を整備が望まれる。

なお道路幅員4m以上の舗装については1 0 0%完成してお9、今後臥新規認定の市道及び町内の幹

線道などを含む4m未満の道路についても横極的に整備をはかっていく所存である。

また住民の生活環境の改善を図るため昭和5 2年度から私道等整備補助制度を設け、私道等の舗装及び

排水施設等の改良を図っているが、昭和5 6年7月から住民の要望の強い防護柵を補助対象とした。

イ　推　移

㍉ 舗 装 砂 利 道 計 ¥m m 側溝延長

延 長 面 積 延 長 面 積 m & 面 積 延長 面積 累 計

5 4
m

1,101,749

mB m mB m nf % % m
4,625129 617935 1,890,239 1,719,684 6,515368 64.07 70.99 1,183,758

5 5 1ユ43074 4,7764 18 578,306 1,757,345 1,721β80 65 33,763 66.40 73.10 1,210840

5 6 1ユ80246 4β15β73 537,572 1β21,696 1,717β18 65 37069 68.71 75.19 1,238,414

5 7 1212,898 5β35β59 505,654 15 19,637 1,718万52 6554β96 70.56 76.81 1,265,741

5 8 12 42,247 55 64ユ64 480,593 1,325,170 1,722840 6589334 72.1 79.9 1,302254
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ウ　幅員別
(昭5 9.4.1境在)

幅 員

産 別
8 5 m 以上 8 .5 ~ 6 .5 6 .5 ~ 4 .5 4 .5 ~ 2 .5 2 .5 ~ 1 . 5

1 .5 未 満 計

延 長 ( m ) 8 1 ,6 0 1 7 0 .4 0 9 3 1 1 ,1 2 5 6 3 4 ,8 7 3 4 4 6 ,2 7 1 1 7 1 ,6 7 2 1 ,7 1 5 ,9 5 1

面 積 ( n ? ) 1 ,1 9 1β 5 1 5 3 8 ,0 9 7 1 ,7 2 4 ,3 2 1 2 ,1 2 7 ,3 2 1 8 2 1 ,9 6 3 1 4 9 ,4 2 7 6 ,5 5 2 ,7 8 0

(琵)橋梁を除く

エ　市道の認定と廃止

年 度

区 分

5 6 5 7 5 8

本 数 延 長 面 積 * & 延 長 面 積 本 数 延 長 面 積

認 定 1 0 3
m

2 3 ,12 4

nf

6 8
m nf

1 4 0
m n P

1 16 ,4 4 3 1 2 ,1 8 0 8 5 ,0 9 9 5 2 0 ,6 8 2 1 0 6 ,9 6 8

廃 止 6 2 1 9 ,4 0 6 6 7 β2 1 2 8 5 ,8 3 3 1 0 ,0 7 7 .9 2 4 6 ,6 80 1 8 ,6 6 9

(注)認定供用開始分

オ市道認定基準

道路法(昭和27年法律第180号)第8条の規定に基づき、市道として路線の認定を受けよ)とする

道路(以下「認定対象道路」とい9。)臥道路構造令(昭和45年政令第32、0号)に適合するもので

あるとともに.次の各号に掲げる要件を具備するもので、現在及び将来の交通量並びに経済効果を勘案の

9え、道路管理者が認めたものでなければならない。
・I-...''・.蝣i'>:ォ.・&;・>∴;・'.!->''・蝣ト二・・二1i-:蝣'蝣蝣.亡,-VIこ・?.;・-^(-.品品に:I:-!v-i二・一蝣;*'・viLi寸'pにje'L.

-.・',.;11>l二i.il=に一巨:‥二..-:I.-'-;-t/.・;ド:一・一二一.-Li{、..・'・-i二I.・いIi、、こ.'Jr-:*'*)v"-二t_・LI:・二・一v!Vト;.1こitVrlL

2.7m以上の幅員を有すること

・芋.サ''!_'*'ぐ-し,J蝣・・''ト1.-∴・11-日・二L:I増しJ-4-1'、i.*蝣;蝣;;;こ・i,.'!・,,riflV'ごユ・.'(蝣‡"I-p-

は、その幅員は.3.6m以上あれば足Dるものとする
㊥認定対象道路の縦断軍己臥9%以下であること。ただし地形上やむを得ないと認められる場合にお

いては.これを12%ノ以下とすることができる

・^v>i-lt、亡f'蝣蝣'蝣J-・|j-"i!・ミr;nv.:!・∴.IIl,'二-:.'-J-'V:こ蝣iT---'蝣Fjf-i=-L.I.-:V-"-:.'Ifj-V'.'-、t・
の連絡用通路として、通行上の安全に支障がないと認められるものであること

二・r'v..-AV^Vi.小:.,こ...._.!.,言i".""'.・・'."i-.・IJ.'-IHi'ir-:--;'ミ蝣JC.サ二、;i蝣'.・・'i'1['・・・蝣蝣・・--ll1一二、も

のであること
L.1∴沖.ft1二・・・・1iU∴l卜11..蝣':1"蝣".二・トニ・蝣jsiV>".∴∴k-'t'l:班::・・*'".・・*I言:一・日二I*.LI'!、・たi>'i

(4)道路の延長が.70m以上あるもので.自動車の回転広場を有し、かつ.その沿線に当該道路を利

用するおおむね10・戸以上の集落が存在すること

力私道等の整備補助(昭52.4.10施行、昭59.4.1改正)

市道認定基準に合致しない私道等の整備(舗装新設工事・側帯等排水施設新設工事及び防護柵工事)を

行う者に対して補助金を交付し、もって住民の生活環境の改善を図るo

(∋交付対象

Cカ現に一般交通の用に供されていること

(4)幅員が2m以上あること。ただし市長が特に認めたものについては1.5m以上とする

(9)道路に接する家屋の戸数が5戸以上あれかつ道路に接する土地が相当数以上の所有者によ9所有

されていること
ただし、両端が公道に接続した地域内の道路で、当該地域団体の費用によって施行されるものの9ち

-237-



市長が特に認めるものについては、この限Dで覆い

的　道路敷地のすべての地輝者の文書による承諾を得ていること

帥　家屋の連たん後3年以上経過していること

㊥　補助金の額

市長が定める補助基準によ9算出した=事費に7 0% (皇道等その敷地が公有地であるものにつりて
は85%)を乗じて得た額

ただし、その額が200万円を超えるときは200万円とし. 1 0万円未満のときは補助金は交付しない

キ　道路管理状況

年 度

業 務 の 内容 5 6 5 7 5 8

道 路 境 界 立 合

件 件 件

1,1 1 4 1 ,1 5 2 1 ,2 8 7

道 路 境 界 承 認 1 1 4 1 2 5 1 5 2

般

管

市 道 の 証 明 1 4 4 1 2 9 9 2

道 路 工 事 承認 ( 24条 〉 1 4 3 1 5 2 1 6 2

公 有 土地 許 可 申 請 6 3 0 5 8 6 1 4 5

理
開 発 行 為 の 同 意 6 4 8 0 5 3

道 路 の 認 定 廃 止 1 6 5 9 6 1 6 4

計 2,3 7 4 2β 2 0 2 ,0 5 5

占
占 用 許 可 申 請 1,0 8 6 1 ,2 5 6 1 ,1 7 9

占 用 料 金 の 徴収 7 7 7 7 6 6 8 2 7

用 (2 5,5 9 0 ,3 0 0 1円 ) (28 ,0 4 4 ,7 9 3円) (3 1 ,1 6 08 6 6 円)

関

倭

道 路 掘 削 許 可 3,3 0 6 3 ,5 5 0 3 ,4 0 9

道 路 交 通 制 限 3,1 3 9 2 ,8 7 8 2 ,6 1 5

計 83 0 8 8 ,4 5 0 8 ,0 3 0

ク　道路関係保有車両
(昭5 9.4. 1現在)

車 両 種 別 台 数 車 両 種 別 n 車 両 種 別 台 数

大 型 ダ ン プ 2 グ レ l ダ ー 1 ブ ル ド ー ザ ー ( 大 ) 1

大 型 ト ラ ッ ク 1 ロ ー ラ ー ( 小 ) 1 一ス トリー トス イー パ ー 1

普 通 ダ / ブ 3 振 動 D ー ラ ー 2 ラ イ ト バ ン (軽 ) 2

普 通 ト ラ ッ ク 2 泣 地 プル ドサ ー (′Jj 1 小 型 ラ イ ト バ ン 1 3

小 型 ダ ン プ 5 シ ョ ベ ル ロ ー... ダ ー. 2
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10　橋　　梁
(昭59.4.1現在)

橋 区 分

染

別 橋 長 別

檎

数

檎

ft

檎

面

積

橋 齢 別 現 況 現 況 別 橋 数

1 5年

未 満

1 5 年玖 上

2 5年未満

2 5年

以 上

良.動 車

通行 不能

荷 重

制 限
安 全

鍋

棉

1 0 0 m 以 上 4
m

5 4 7 1 4

rf -

5 ,7 6 2 .8 7 4 4

3 0 m 一、 1 0 0 m 3 2 3 0 .3 0 1 ,6 5 1 .7 5 3 1 2

1 5 m -、 3 0 m 2 5 5 .8 0 3 5 9 0 0 2 2

1 5 m 未 満 8 9 1 j6 5 3 9 4 .8 0 7 1 8

計 1 7 9 2 4 3 9 8 1 6 8 .4 2 1 6 1 1 1 6

コ

ン′

ク

リ

I

I

檎 .

1 0 0 m 以 上 1 1 1 0 .0 0 9 9 0 .0 0 1 1

3 O m ~ - 1 0 O m 1 2 6 7 7ユ 0 3 0 5 1 9 9 5 7 3 1 1 8

1 5 m ~ - 3 0 m 2 5 5 7 2 3 0 3 β2 2 .6 4 8 2 1 5 1 9 3 3

1 5 m 未 満 7 7 1 3 5 6 2 8 0 1 7 D 7 0 .7 6 3 5 1 1 5 1 2 6 9 1 8 4 8 5 7 9

計 8 0 9 4 3 2 2 S 0 2 5 ,0 3 5 .3 9 3 6 5 1 5 3 2 9 1 2 0 6 1 2 5 9 1

-l" "蝣

コ の

jyy 混
∵ ∴

ト橋

1 0 0 m 以 上

3 0 m ~- 1 0 0 ォ 2 1 1 8 .9 0 7 5 9 .4 0 2 1 1

1 5 m -、 3 0 m 3 6 1 5 5 2 8 6ユ7 1 2 2 1

1 5 m 未 満

計 5 1 8 0 .4 5 1 ,0 4 5 5 7 3 2 3 2

木

檎

1 0 0 m 以 上 1 1 0 6 .6 0 2 6 6 .5 0 1 1

3 0 m 一一 1 0 0 m 3 1 8 8 .6 0 6 4 0 .6 4 3 . 1 2

1 5 m - 3 0 m 2 5 0ユ0 1 7 3 8 7 2 2

1 5 m 未 満 1 9 1 0 0 .7 5 2 6 0 .4 9 1 4 5 1 9 9 1

計 2 5 4 4 6 .0 5 1 3 4 1 5 0 2 0 5 1 l l 1 3 .1

石

檎

1 0 0 m 以 上

3 0 m 一一1 0 0 m

1 5 m ~ 3 0 m 1 2 3 8 0 1 7 1 3 6 1 1

1 5 m -fc 1 4 7 3 1 5 2 0 6 1 0ユ0 1 5 0 1 4 7

計 1 4 8 3 3 9 .0 0 7 8 1 .4 6 1 5 1 1 4 7 1

鋼 一石

++ :

1 0 0 m 以 上 .

3 0 m 一、 1 0 0 m 2 7 0 .1 0 1 9 9 .4 7 2 1 1

1 5 m ~ - 3 0 m

+ せ †

リは 橋

1 5 m 未 満 1 2 .0 0 6 .4 0 1 1

計 3 7 2 1 0 2 0 5 .8 7 2 1 2 1

杏

計

1 0 0 m 以 上 6 7 6 3 .7 4 7β1 9 .3 7 6 1 5

3 0 m ~ 1 0 0 m 2 2 1 2 8 5 .0 0 6 3 0 3 2 5 1 5 7 5 5 1 2

1 5 m ~ - 3 0 m 3 3 7 6 4ユ 5 4 3 1 3 0 4 1 3 2 1 8 1 9 6 8

1 5 m 未 満 9 4 6 4 0 7 2 .4 1 8 3 4 2 5 5 3 7 2 1 5 7 4 2 1 3 4 4 1 8 5 8 8

計 1 ,0 0 7 6β8 5 .2 9 3 6 5 7 8 2 1 4 0 6 1 5 9 4 4 6 3 6 9 2 9 6 1 3
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